





























































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　ラ鐵�d1．，：wきEl　f●i；−i♪∨メ〕翻言〆5硝嶋鱒悟酋鳳　、1　1ぞ講影ぴ�d�jき！態m乏饗難毅饗覇鱗．三売電機柿式倉耐擁1　・　　溺鰻］■■K　　＿ぷ　　パ簸・　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　　　　　　・ペ　　　　　ヂペきeew．］ma・／erbl，v　x　　rw難毒　薪∵　　　’麟纏、　羅1　　栽・混匿　　　　　　　・1＼∵攣�`’”tA　　　　　　．糟’藩1〉べ忽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド∨　　　　　　　　／t　　　　工ふ　　　　．〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま∴　。　嘱撫織ぷ遠ぷ灘齢・　　。　　ン　裟　　　　ぎ・、ft民�fツ増LVOL．24國鐵大井町憂電所納入2．OOOKW　1．500V鐵製イグナイトロン整流器國鐵電化の一役をにない昭和25年3月國鐵大井町攣電所に納入した我國最初の1，；：OOv　2，000　kw鐵製イグナイトロン整流器で6タンクで充分あす．　　　　宴眞解Rこの籍眞は東京嵐道局で通信塁力障習1探知に活躍中のiL「菱FL−1型パルス式障害探知機の使用實況であつて，現在鐡道關係，日本獲沿電禽杜，配電會肚等で全國的に使用されており，線路の保守に好成績を枚めております・三菱FL−1型パルス式障害探知機は障害のあつた泣桔線路や電戊コ邊配電線路に衝撃波を逡り出すと，障害賜で反射し返つてくる現象を利灯」し，ブラゥン管影1象によつて障害慧までの距離を簡吊正確に測定できると共に，その線路の麟※，混線，短絡，地氣，絶縁低下等♪，らゆる障害の種類の判定もできるよ弓にした襲置であります・t’−v−−tvt−v’tvv一ノvvmo」三冤電桜徹弐舎砒本　　　冠　　　東京都千代田品丸ノ丙2Tll2番地　　　（丸ノ内ピルデイソグ2階）　　　雷話丸ノ丙（23）334i−9　施設郁千代田匿祠田鍛1、町3丁rl　3　　　　電話神田（25）2140・3038・3414　　　　　　　　　　　4207・4222大阪営業所　　大阪市北匿梅Rf　1番地　　　（阪綿ピルデイソグ内）　　　　　電言舌元冨島（45）　5251−−4名古屋営業所　　　名古屋市中隔南夫津而1Trl3番地　　　　雷言舌A｛（4）869・2338・1710・4711福岡轡業所　　稲岡市天紳町58番地　　　　（天柿ピルディグ内）　　　　　雷言舌　西　4480・4Z54・5091札幌讐業所　　札幌市南1條西5丁1｜14番地　　　　電言舌3378．3911仙憂事務所　　仙藁市大町4丁日33番地　　　　　電言舌　W「1≡≡ξ　3　7　6富山事務所　’　　富山市安住町23番地の2　　　　電言舌　4G92．5273廣島事務所　　廣島市鐵砲町118番地　　　電話　弓i（2）　1069祠戸製作所　　祠炉市兵庫隔和田崎町3丁目1番地　　　　霜話　湊Jll　1731−4　2731＿5◆4544名古屋製作所　　名古屋市東匿矢田町1町の目1番地　　　電言舌　千1重　（73）　1　5　3　1伊丹製作所　　兵庫縣尼ケ崎市南清水字中野8り　　　電話尼ケ崎3190−4　　　　　　有｝丹　　480−3・587長崎製作所　　長崎市干戸小屋町122番地　　　電話長崎4100−9VOI．．　　24目NO．　　1次搬塗式テレメータ試験報告………　　’・’…’　　日稜　吉川乎八郎　寛爲雄　　三菱電機　門頼雄εOkv　V型碍子型遮断器’…’…………’”…’”……’マ’…皐”…’　　五十嵐芳雄…一一…・…・…　2・…・…　’・・・・・…　一…　　］4FL−］型による電力ケーブルの障害探知・・一・・一・・一一・……・……＿…＿＿＿17　　樫本俊彌　上村三郎プレス荷重計算に封する切訣鷹力の考慮t−・t・一一・…　齋藤長男…・・・……・……・・…・’・…・20塗料の噴霧作業條件の決定につV・で一d−・一一・…・………・…・・一・…・・い・…・…一一i25　　大　田　重　吉VOL・24　NO・2　　内容豫定繋護灘麟定についで’’………澱日鐵鵠曙ロートトロールの性能と雁用・…一・・片　岡　高　示竹内眞一軸電流による軸受メタルの磨粍について・………・………・……・・…片山仁八郎電氣用刷子の磨粍・＿．＿＿森田義男　　　前　田　利晴騰鐵製グリツド」vaつV・て一…一一…一一・・一一一一　田中敬＿昭和25年4月20日　印刷H召　禾ll　25　年　4　月　　25　日　　　≡菱　ff編韓兼褒行人印　刷　者印　刷　所小　林　　稻　城東京邸千代田塙丸乃内2了目：；番旬大　橋　松　三　郎博文堂印刷所貢京都港囁麻布竹谷町一番�s　　r禁無断韓載』定債1部金30圓（澄料6圓）逸　行　所三菱電機株式會泣内「三　菱　電　機」　編　輯　部　　　　電括丸之内　（23♪41S1（9）　　　　H本出版協會會員番號　　213013（269）150−−1コアレメタ621．　　398．　　081S．　　7．　　052．　　G3，日本護溌宙株式曾）吐本就　　　　　吉　　川日本獲邊電株式曹1市1：近畿支店　　　　　覧：三菱電機株式會）泣伸戸製作所　　　　　閂爲頼八郎雄雄1．緒言給電技術合理化の一環として搬｛公式テレメー’SXの；父置が各所に計書せられているが，未だその實例が乏しく，動作特ド1三の記録その他の資料も“1分でないから，この際テレメータについて詳細な試験を行いその特性を明かにすることは　この種装置の適用トからも技術的向一［1のトからも極めて必要なことである．日本襲途電においてはかねて大阪周纏の一次憂電∬「伊丹，小曾根、占川橋，八尾の受電電力を近畿給電指令所において遠力測定するため搬途式テレメータ設置の計萱が進められていたが，伊丹，小曾根憂電所のものは既にrlf：和2う年11　J・Jから現地で使用しおり，占川橋，八尾壁電所分も績いて完成したので，これを機臼に詳細な特性試5§を行つた．これ等は何れも三・菱製SC型通信線搬途『n了流方式で，工場試験におV・ては基礎的試験を行い，現場試駿においては傳途回路を含めた特性に重貼を置いて試瞼を實施した．その結果，詳細な基礎的記籏を得ると共に將來改良すべき瓢も判明し，將來のテレメータ新設，技術的進歩のために貴重な幾多の資料を得ることができた．試瞼後既に相當の時日が経過しているが次にその結果を報肯する．2．装置概要　1圖は近畿支店テレメー’タ系統岡であつて，各憂電所の154KV側受電々力を近畿支店給電所に指示させるため，各墜電所と近畿支店間の既設通信線を利用し，それぞれ呉なる搬逃周波数の衝流式遠隔測定をするものである．岡中の6KC，8KC，等の数字は搬途周波数である，　2圖はSC型搬途式テレメークの接績1司で，卜牛は各墾電所に設置する迭量器，下ノ臼ま支店給電指令所に設置する受量器である．途量器において、IGは歪責算電力計型光束断績器によつて断績光電流を獲生する衝流獲生器IAは衡流∫曾巾器．　OSC　は搬；窒周波獲‡辰器　MOは縫調器　OAは出力檜巾器　BPFは帯域櫨波器・LTは結合憂璽器を示す．受量器において、LT、　BPFは結合墾』1き器及帯域h扁皮器，HAは搬邊波」魯幅器，　DTは衝流を楡出する検波器　IAは衝流±曾巾器，　ICは衝流敷に2（270）」L例した直流電流を　it3るための胸流愛換器　RI　lま受量指示器を示す．　途・景器の衡流筏振器IGl’ま積算電力計型計器を1三吸部とし測定電力量に比例してその回ll事圓板を回縛させ．その回樽速度に比例する電氣的1庭∫流を獲生させるものである．回縛圓板の回樽速度に比例する電氣灼i苗∫流を孜生させるには圖に示す様に歪鍵i算電力計の剛噂圓板の周謹に浩うて等分に配置した切決を設け，圓板の回憾につれ光源から光電管に至る光束を断績して光電流の爾流を獲ノkさせる様にしている．この光電流の衡流をt？）幅し　搬陸周波控振器OSCを制御し結局通1言線にはOSCで決められた搬1塞波何流勧窒出すること入なる．受量器ではト記の搬途波衝流を受けて」曾幅，楡波し，直流衝流をト1生し，衝〉司�I�I一〇1圏　日設近畿支店テレメータ系統町三菱電機・VoL　24　No．1・1950「’「1Riご●2　　圖SC型テレメータ綜合接霞圏流硬換器ICの受信鑑電器PR　を動イ乍し，一定直流電膣の電源から蓄電器を受信衡流数に比例して充放電し，この充電々流を受量指示計RIに流す様になつている．從つてRIに流れる電流の干均値は蓄電器の充放電回数に比例し　結局溌量器のIGに加えられた刻々の電力に比例することsなる．な吉PSは電・原装置で，　VRは途搬逡式テレメータ試鍮報告・，’t’Jli・寛・門昂：側電源回蜘こ挿入された自動電雁調梓器，BPFは途受側共豫定搬逸周波数士0・5KCの通過帯域を布する帯4或濾波器である．　電話は溶受側共3KC低城通過濾波器を通して通信線と接績し，通信恕はテレメー2fと電話に共用するものである．（271）3　迭受量器定格は次の通りである．，　　遊景器　電源電堅　10（）V　50／60　a．　　　　　　出　　力　25デシベル　　　　　　最大インパルス毎砂　36　　　　　　終端インピーグンス　COO∫2　　受量器　電源電堅　100V　50／coN　　　　　　最小入力レベル　ー35デシベ・し　　　　　　受昂：指示器　0−125／250MW　　　　　　入力インビ・一一グンス　6009　3箇は途受量器盤で，rA〕は左から伊丹邊量盤，小曾根邊量盤及支店受量盤（伊丹，小曾根用），〔B〕は八昆迭量盤，古川橋途量盤及支店受量盤（古川橋八尾用）を示し　4圖は給電指令宗受量指示器盤を示している．3．試験項目A　エE試験　工場試験は土蓮の通り装置の基礎的特性を調査．検討’することを目的としたもので下記の各秤項日について試験した．A3　　圓　1．始動の場合定常歌態となるまでの時間測定　2．綜合動作特性　：；．光源ランプの繊條電卿｛蟹化試験　4．傳逡回路の減衰景蟹化試騎　　∫「）．　　言秀導え式5合　｛；．電源周波数壁化試験　7．眞空管別特性試験　s．各部電嬢電流価則‘’じ　9．迭景器出力特性Io．嚢振器電墜特性11．受量器入力特性12．迭受量器温度土昇試瞼13．迭受量器温度特性14．綜合・動作オッシロ試瞼　1；5．電座調整器特性試験　16．帯域濾波器特性試瞼　　　　　．B　現壕試瞼　現場試験は途受量器間を連絡する博途回路を含めた綜合特性の調査、燦討をFI的としたもので現場で運縛中の受量盤B4（272）4　　口給電指令室指示盤三三菱電機●Vol．　24　No．　1・1950小汁根愛電朗の東泊三，美濃廟回線の受電電力，伊円控電JiJiの北陸幹線の受電々力に封するテレメークについてト記の各種項目の試屍をした．1．2．：1．4．綜合動作特性（東海幹線，北陸幹線，美濃幹線）速慮性試騎光源ランソの電｛集埜iヒ試瞼各部電1懲電流測定C　傳送回路特性試験　プレメータに使用する既設電話線についてド記の各種試験をした．1．　誘導試瞼（小曾根一一給三E∫り澗）2．　線路損失試瞼（ノu己　iiゴ川橋一給電川橿｜）：l　ll1ユ　　　　1，（1f　i日1｝一小曾根．一給電戸∫i問）・・漏話試触　（ノUf�d∋�d’川橋．糸1↑電所間fllJiJ・・　　ノ1、↑尋ト村ミ　　糸；〉’「IS厄斤1拝1）4．試験成績　次に．前“巳JA　Hに封する試駁∬成結を摘己する．−A−11始動の場1今定常朕態となるまCの時間測定　電源Sfツ）”を投入して後装置が安定な動作するまでの時間を’川・ツソウオ�d咋’〔二測定したものであつて，その結果を1表に示す．備考欄中途芝共と11巳人してあるのは，途量器受量器共同時に電1原’Kfッノニを投人した場合「送量器のみ」あるいは「受量器のみ」と氾入してあるものは，相手側を豫め電源に接績して置き，受量器，逡量器の電源スイツチをそれぞれ軍樹に投入した場合を示す．1表　定常｛伏態となるまでの時問電邊量側源　爾　堅　　　受量側110V1　lc）1001UOgu90100　loo　　l（印加中）1　　　　定常状態淀｛辻電力‘となる迄1　　備　考　　　　の時間llOV　　　250MW11011）010090go　100（EUカ‖叫1）　10011525U12525U12525025013．O砂13．015．514．017．017．U14．512，0泡　受　共「1v〃tSツ法量器のみ受量器のみ〔A−−2〕綜合動作特性　電源電墜及途≒減力の種々異つた状態の下で途受量器の各部の動作　特に受量指示計の指示．指針の振動〜倒こっいて試験し、その結果の一部を2表に示す．指針の振動とは衝流式テレメータに必然的に1’ドう指針の振動幅を指示計目盛でポしたものである．　測定番號�@は途量器電源を　100V一フtに保ち，受量器電源を麩化した場合の歌態を示したもので，受量器の始動電口灼よ75Vである．収差は電墜のヒ昇と共に1曾加搬邊式テレメー々試瞼報｝い、k：川・寛・門2表　電源電堅及逡量電力を費化した場合の餓差測定番號冒1：源・顯ぺ（V）溌1辻側i受ht側　　】uo　　lOO　　IUO‘1　　100　　11U　　lUO7580L3Uloollo120　　　77．5　　　　1UU　　　8U　　　　　　j｛｝｛）　　　go　　　　　lUO1．　L）1　　　1UO　　　　　　　IUO　　　lIl）　　　　　1U【）　　112　　　1UV　　　81　　　go　　it｝u�B　　110　　11z　　　go　　　〃｝」‘4’｝　　　〃　　　v　　100　　　〃，　　　v�D｝」li81．9c）iue110112gonllSJ〃IUU〃〃〃1）麹電ノ礁頸誠差鰯A．1、V　　　TVIW15011｝1〃｝1！）150ツ〃ワnツ15U，ソy〃ti1001502eo25050100150200250　　　110　　　　　　110　　　　　　50　　　〃　　　　　〃　　　1UO　　　”　　　　”　　’150“　　　〃　　　　　Is　　　　200　　　〃　　　　　〃　　　25U゜‘150　　　　0　　　　0151〕　　　　　O　　　　　U152　　　　　十1．3　　　　0155　　　　　十3．3　　　　　0157　　　　　＋4．7　　　　U158　　　　　十5．3　　　　0　　　−tド均十2．415’1ワ〃151⊥51　一i2．7　　　U　寸　2．7　　　　　u　十2．7　　　U　一ト2　　　　（，　十〇．7　　　0　十〇．7　　　0／F一均十2．215U　　　　O　　　　U151　　　　　十U．7　　　　t）〃　　　　　十〇．7　　　　U152　　　　　十1・3　　　　　〔，154　　　　　十2，7　　　　　U　　　干均＋1．0lMW’55　　　　十3．3　　　2101　　　　十〇．7　　　0］50　　　　　0　　　　0198　　　　　−1．3　　　　0244　　　　　　−4．O　　　　O　　　J．ド均＋1．86　　　　　　　　　‘r　−−t55　　　　十3．3　　　2101　　　　　　十〇．7　　　　0．5151　　　　〃　　　　0200　　　　　0　　　　0246　　　　　　十2．7　　　　0　　　　21s均十1．48．　　　　　　　●551U2153201250十3．3　　　3十1．3　　1十2．O　　　O十〇．7　　　UO　　　　　【）ノビ均十1．46の傾向を示す・�Aは受量器電源100V　一）liとし途量器電源を壁化した場合で途量器始動電厘は77．5V，誤差は�@と逆の傾向を示す、�Dは途受量器の電源電艇を同時に縫化した場合で，始動電厘は81Vでああつた．なお�@�A�B共遊h｛：電力は150MW−一定である．�C�D�Eは送量電力を愛化し」電源電墜は迭受量器共同一にした場合で，何れの場合も1窒量電力の少い場斜こ衝流式特イ’tの指Slの振（273）5動が多少認められた．　以⊥の結果を綜合すると電源電雁c，0〜100V，ならば1≧量　tOMWに封して午均誤差0・7％，遊量　100〜200MW間の麸化に封しA・：均誤差0・4％であつた・　5圖は　�@�A�B，6圖は　�C�D�Eの誤差特性を示す・〔A−3」光源ヲンプの電俄愛化試瞼　光源ランプの電源を装置から一切離し．別の電源に接績して電座を憂化し親差を測定した，　電燈を徐々に埜化した場合，始動電塾は4．8V，最高動作電墜は8．4　V，その⊥下においては動作不安定また停止となる．3表はこの試験結果を示す．：ll二二ll’；1「：IJ　T：；liilJII．二エ工二i：gtl’ん2　”lt−…『　　r・5幽�_竺三⊥＿＿一．一・y．．『．L−L．．v，一＾〉．．．＿＿」，一　電tflm．→：　　　　　−Tぷ；4・il雨V　Iせ9it　−e　lt・　　　　　t　ゴ≒　こ］咋・いu�Q：ke1　　　　　煙　げこ9　為　「2二・，・時∨‘‘7　　’　5圖　電源電藍皇化による談差特性6圖　遙量電力遼化による諜差特注3表　光源電墜憂｛ヒ特性】LS　　　　光　源　　）ヒ電流川源電曝ラソプ．Wriコ　　　　　電源　　　’∫A　100V　　　　　4令7V　　〃　　　　4．8　　　　50　　〃　　　　5　　　　　60　　〃　　　6　　　　110　　〃　　　　7　　　　140　　〃　　　　7．5　　　150　〃　8　・521　　　〃　　　　　　8．4　　　　　150　　！　〃　8・5　・551　　　l　　　l　　　l肋宗流1湿受1止計1誤嘉三　mA　lMWlMwl30〃　t〃〃29．52826．5〃150〃．tl〃1ハ〃りu不安定‘　］52v　〃　〃fi　ツり不在�_1三＋1．3％1｝‘）！1　μ「ltl　また電厘の急激な猶化に的しては　1〜7V間に約0・5秒の剛腱以つて繰返1・た場合G録150品v一定）・指訂は±IMWω．679め動揺じた．これ・は光源光束に周期的奨化を來たす結果．光電流衝流数に麩化を來たすため現われる現象である．6（274）4表減衰貴愛化特性　電源電堅　　逡量一　ト．　　　電力湿側1受量側（MW）（。A）（mA）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1］00nリltyソ〃〃｝）ツワ1｝ltrJりリv1001］IJrllly｝J｝1｝1”ll〃1｝t，ftt）｝lfi光蹴出力減麺指150　　143n　　　　りワ　　　　ワワ　　　　ソ〃　　　　〃〃　　　　　「111　　　　nlj　　　　1）！｝　　　　！］n　　’　　Isク　　　　ツT］　　、　　｝）！｝　　、　　y1）　　　　　、）‘3　　　　］）〃　　　　〃’f　　　　w29“ワり｝1tl〃？）｝1〃ワツvり｜e〃〃dbO1015202530354045505558596060．560．860．9受量計　　示MW　］52tllt　ツfltl1｝　〃　〃　〃1！　〃1｝　　tlll不安定　0誤差％］．3tl1｝’｝1i1｝ll〃〃．クツ！1ll｝｝ft　光源ランブ電墜9．s〜・9．4Vは．途量器人力電座に換算すれば74〜129Vとなるから，實際問題として光源フン’プの電堅褒化の影響を考える必要は無いと思われる．〔A−4〕暢盆回路の減衰量憂化試験　線路の減衰量憂化により装置が影響を受けることは嵩然考えられるから，途受量器共標準動作駄態に置き，その間に抵抗減衰器を入れて減衰量を憂化し誤差を測定した．4表はその結果を示す．これから判る通り線路損失の憂化は｛1差に全く關係がなV・．これぱ衝流式テレメータの最大の特長である．〔A−5〕　；秀導試験　rf）　（j（，av誘導試験　7圖の様に接績して6（．N誘導電臼竺による影響を試鯨した．傳送回路の誘導電座を0〜240Vに愛化したがこ−：！ii誘導電圧（［V12io装置の肘兄変化なしf｝t）受量計指示50〜150rVlW〃！）7圖60〜誘導試騒三菱電機・Vol．24　No．1・1950の影響1聖書撃認められなかつた．これは遊受量器に設けられた搬途波用帯域通過濾波器の致果によるものである．　（u）　：，SKC〜ICkC誘導試騒）　8圖の様に接績し3〜］OKCの誘導をカ11えた．その結果は5表に示す通りで帯減濾波器の通過帯域（1KC）においては防害を受けたが，その前後においては何等影響されなかつた・なお誘導電嬢獲振器の出力は1・idb　一定とした．5［受Si｛：1；！8固　高周波誘遵試顎接績圖5表　高周波蓑導試騎結果戊itiJ波　数9．5KC9．6jo．11｛〕．5装「取胴兄　　　受II｛：言1・指，ゴ：・左　　　　　　ソじ　　　　　　　　　50〜］50］〜1、Vfく安　定安1｝定tttlりrA−6」電源周波数健化試腕　遊量器及受景器の電源ならびに測：・L回路の周i皮数を同時に」5〜65〜に墾化したが�g泡ま全然認められなかつた．またbiO，li：電力計型衡力だ技振器の測定電源¢）みを麩化した場合も前記同様であつた．　この結果から周波数轡化の影裂は全く考慮する必要の無いことがf刊る．「A　7−i眞室管別特性試験　小曾恨褒電所で使用中のテ・・一。の途量器に取付けた眞室管の一一・部が屡々不艮となり，その原囚が不明なのc・．不良眞室管と標準眞室管との特性比較試瞼をした．｛試験記隊宥略）　この試獲結果から現場で不良と考えられた眞室管も，その劣化程度は左程著しいものでは無いことが判明し，帯域濾波器の減衰特性を改善し，装置を充分調終すれば更に使用し得るものであることが判明した．陥A−3〕テしメータ装置各部の電蟻電流値測定　迭量器及受量器の種々な使用歌況において各部の電厘電流値を測：走した．（試験記録省略）〔A−9〕　途量器出力特性　途量器出力は壁調管の高周波入力と，光電流（麸調電罐）によつて壁化するので、その特性は9圏，10圖に示す結果が得られた9圖は±曾幅光電流を一定とし鍵調管の高周波入力調整抵抗器を壁化した場合，10圖は前搬沿式テレメータ試強報告●占川・寛・門ぬ30『一”一一一一丁一一一＾”一一丁一≡一’一・∵’　　　　　　　ヤし竃旗　　　s・二〆’A　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　．　’　29−一一…「一’mr…T−一＿J’一一一†一…一一一…’一・−l　　　　　　l　　　　｝　1．，・μA｝　　　　　　　　　；　　　　　　1　　：　　：　　　1　　　ミ　　　　　　　　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28−一一…＋一一一中一。1バー1……二・・一・一一一□　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡　　　　　　；　　　　I　　　　l　　　　↓　　　　127−一＿．．L．．．．−L．．・．一，．三・．一＿1，．一。…　　　　　　1　　　；　　　；　　　：　　　l　　　　　　l　　　i　　　l　　　；　　　；　　　　　　：　　　　1．　　　1　　　　；　　　　126…一∵一…『1・’’’’”∴’””i−一一L’…　　　　　　l　　　l　　　l　　　：　　　！　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　0　　　　　　10　　　　　　20　　　　　　5、〕　　　　　　約　　　　　　　　　奨調聲高燭波入力副捨員蚕這ξ噂斗」1：・．A　d！180　52140　5tlOO　30　0100　2380　28960　27402620　2509脚搬途波出力特性　l　l　．　　　l　l　｛　！　．，Jl　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　十．］．一・｛・…−11−一一1−…1−一手・一一1・．一一1−・−1一…．−1．．い一◇一一Li．＿1．⊥　：　1　・　1　；　’ゼ鵠　：　l　l『＿L．．．−1　．1＿．I　　I　　‘　�_　　‘　　・　　：　’　l　l　l”丁’．丁…ド・・「一　i”一『i　．．，一．．．．一．L−．：　l　l　：　1　；　：　r　　l　　l　　IT…▼，”一‘一．…t”一’ト’・．：…一：一デー・・1・一．・一・一・一一；．一一1−・］・・；　　　　　，　　・一」＿i＿一．」　10　　　　20　　　　50　　　　40　　　50　　　60　　　　70　　　　80　　　　9〔〕　　　iOO　　　　　’た1五悠1裏調’1裁1ミ日監旨10圃搬途波出力特性記調盤抵抗器のll盛をmに置き光電流調整抵抗器を梗化した場合の出力を小す．高周1皮入力調整抵抗器は直線型のものを用いたために出力は飽和形を示したが，これは將來封数型とし出力L”〈　”tが直線的に蟹化する様にすることが望ましい．　送量器の最大出力は10圏に示す様に光竃感度調整器の最大位置で約：；3dbであつた．〔A−10〕　嚢振器電贋き特性　電源電嬢を挺化した場合の獲振器周波数及日1九を測定した．6表はこの結果を小すもので，出力電嬢は轡調管6表　電源電堅墾化による酸振器特性電源電i堅　（V）≡愛　振　周　波　敬　　　　　　均　減出ノJ電墜　（V）8ugo100110　9，955．．9，998　10，034　10，047一45−　2十34十471．1621．251．28】26（275）7格子の入力電塵を示すものである．〔A−一｜1〕　受量器入力特性　迭量器と受量器の間に抵抗減衰器を置き，これを加減して受量器が働き得る限度を求めた結果．最低受信レベルは一41．3dbであった．〔A−12〕　迭受量器の温度⊥昇試瞼　　　　’　途量器及受量器に定格電源電塵1（｝OV　を加えて連績使用した場合，温度愛化に封し最も影響を受け易い部分の温度上昇を實測した．11圖は迭量器の蛮振器同調回路ケースの，12圓は受量器の衝流憂換用蓄電器のそれぞれ温度上昇曲線を示す．　　むes　o’tscVs会←腹10，9遡setas八i》20”1〕　　li110　　　　12　　　　’　　　　4　　　　5　　　　6　　　　7　　　　0時簡11圖　法量器狙度上昇試顎一⊥1［［］］一＿一」一一一一1丁］一1−L一　1］一「一］一午］工一⊥一＿LL1一一「粁「1一十．一　L一一一一「「一　」一、　一　　◆　　　一　〉一「一「　一十二一一一o1　　　　　2　　　　54　　　　　　　　　　s　　　　　7　　　　　8叶　間12圖　受量器温度上昇試験7表　温度による登振周波数墾化温度周　　波　　数21．5｝20303540455055601，0000〜1，00101，00101，00101，00201ハ00301，00201，00401，0060〔A−13〕迭受量器の温度特性　迭受量器の實際温度上昇は前項試験結果に示す通り迭量器受量器共lo℃内外であるカ｛これ等装置の温度憂化による特性の憂化を調べるため周園温度を23．5°Cから〔IO’℃まで墾化した．7表は護振器の温度愛化による8（276）一一一一一−田一1　　　l　l＿　，−1−−1繭一ヒー」一　　　　　．L一一一一一一一　一w一一一一二嵩二臓却⊥講11−．　　．　ミ　　‘　　　　　　　−1　　‘7r−　．．　，［」−1　　1「1一　　　　一　　＿A　　　　　　い　　　1　　　　　　　−　一　　　　．＿　　↓日量　　I　l一　・　　　一一一一o10　　　　20　　　　沌　　　　　4卸　　　εo　　　π｝”ン・h岨13圏　テレメータ且度誤差試験eC稜振周波数の愛化を示すもので同調線輪のリアノタニk憂化により褒振周波敷は温度一L昇と共に増加する傾向を有することが認められた．　13圖は受量器の周園温度の憂化による受量指示計誤差を示すもので周園温度が40c’C以⊥となれぽ温度と共に（＋）の誤差が急激に増大することが認められた．この原因は洋細調査した結果衝流壁換用蓄電器の漏洩抵抗の壁化によることが確められ，この種蓄電器の特性を充分吟味する必要があることが明かとなつた．〔A−14〕綜合動作オシ・撮影及速臆度試験　電源電感や計測電力を麩化した場合迭量器及受量器の各部の動作状況を詳細に検討し，また計測電力を急激に縫化した場合受量指示計の速悠度を調べるため一ド表に示すオシ・の撮影ならびに速慮度試験をした．　14圖は急激に零負荷より100．％負荷（200　MW　）を加えた場合のオッシT・グラムで，受量器電氣回路の速慮性は1．3秒であるが，指示計の機械的時間の遅れがあるために指示針の振れの遅れは2．1秒であつた・また15圖は100％負荷を急激1て零とした場合で受量器電氣回路の速慮性は1．1秒，指示計の振れの遅れは2・2秒であつた．なお14圖15圖共光源電墜は逸受共100Vで，上から迭量出力管陽極電巫，陽極電流　受量器出力管陽極電流．衝流愛換纏電器働磁電流及受量指示器電流を示すが，何れもオツシロ撮影回路に誘導が入り不鮮明となつた．この結果によれば給電指令⊥要求される速鷹性は先す充分と云うことができる・16圖は250�sW途量中の動作状態を櫨大して示したものである．〔A−15〕電堅調1　egの特性試瞼壁電所の電源電r＆va線路の｝ix態によつて相當廣範に壁動することがあるから，この場合においても安定な途量を行うため，電源回路に飽和憂膣器と蓄電器による電塵調整器が挿入してある．これは60“v用で，17圖は周波数を一定（60a．）として入力電墜を鐙化した場合・18圖は入力電座を一定（100V）として周波数を麩化した場合の出力電墜を示す．この結果から普通に起り得る電座ならびに周波数憂動に封して，遊量器は過電堅の影響を受けこともなく，安定に動作することが判る．A−16〕帯域濾波器の特性試験　19圖は帯蝋慮波器の周波藪一減剖与性の試験結果を三菱電機・Vo1．24　No．1・1905■‘》口，）、唱眉呼v−1搬逸式テレメー々試員1部｛�g・sii「「1●’tl1↓：●門‘ト、口，）、憎i鞭匿崎一（277）916■　題口時オッシログラム1勿V｝101鵬go●05061・一1：　　1−一寸一一一一一一　　　．＿　．、Ωほ1．力題1「一1一Jjl力遣パ「　ll　　i　＿．一一一1　　ト1止。イλ）い．140　　　　　殉　　　　　θ0　　　　　田　　　　　IM・　　　　11a・　　　　切〕　　　　ISOV　　17■　駆謂整器電璽特性db46減’衰30一201e67　　　　　8　　　　　9　　　　　1010K・Cml波数髪§vpoi80電源電歴1ぴ）V牧荷1ぴ1Vに於て砲）w旬頒旬　　51　5253　　　　54　　　55　　　56　　　57　　　58　　　59　　　　田10（278）　　　　　周波数18田　1璽謂整器周波鍛特性db姐．衰130’　　・．201吟’一一一1　　　1089　　　　　10f12　　　　　　　　　　　　　　K、e．　　周波数19固　濾波器の周波鐘特性　　　　三菱電機・VoL　24　No。1・1950小す．〔B−1〕　綜合改差試繊　現場で蓮縛中のものは，東海，北陸，美濃幹線であつたが，三組の装置について訂細な試験を實施することは時間の都合上できなかつたから，現場試験は主として東海幹線につV・て試騎した．　8表，9表及10圖はそれぞれ東海幹線，北陸幹線及堤濃幹線ナし；−i」の綜合炭差特性を示し，送量器欄中V一ま電源電座，　V2は調整器出力電座を示す．なお東海幹線に封しては電犀調整器を取外して試験した．LB−2〕　速慮性試験　東海幹線テレメータについて試験し定格電源電墜（1�儀）において計測電力を種々愛化し，　〔A−1〕及「A−14〕と同様の速感性試験をした．この場合〔A−1〕に逃べた定常厭態になるまでの時間は17秒内外で，計測電力を零から急に最大目盛（250MW）に壁化した場合受量指示計の安定するまでの時間は2．ぴ秒，最大日盛　　8表　電源電星及途量電力を塑化Lた場合の誤差　　　　　　　　　（東　海　幹　線）VRナシ1｝1）1｝tl！｝｝］途、量器V18：」818590100］10120〃　　　85ツ　　　9｛〕〃　　100ワ　　nOtJ　　　85り　　　9u1｝　　　sIJ　　　　！｝．ツ　　　〃1）　　　1｝〃　　　1り0n　　　　1｝ク　　　．クり　　　　↑｝り　　　　’jllllクり1｝lll，1）ワ11ワ受量器搬竃量票蓑N「　L・　一一一y　　　100　　　〃　　　〃　　　〃　　　　〃1］ll　　　　　、1動MW　MW　MW磯％差150　　拷二⊥上〃　不安定〃　　　　　152　　　　1　　　　　2　　　　1．3〃　　　　154　　　　1　　　　　4　　　　2．7〃　　　　155　　　　0　　　　　5　　　　3．3〃　　　157．5　　0　　　7．5　　　　5〃　　　　158　　　0　　　　8　　　5．3　　　　　　　亭均　2・2s5　　．v90　　〃　　　150100　　〃　　　155110　　〃　　　1620　　　0　　　0”　　　5　　3．3〃　　12　　　8　　平均　　3．985　　　　50　　イく安フi三90　　〃　　　　52　　　1〃　　　100　　98　　〃〃　　　　　150　　　148　　　　〃〃　　　　200　　199．5　　　ク〃　　　　250　　　243　　　　0100　　　250　　　255　　　　””　　　　　200　　　　205　　　　〃”　　　　　150　　　156　　　　1”　　　100　　ユ03　　　0〃　　　50　　55　　111り〃．ツ1｝〃50　　　561［）（，　　　10915〔，　　153200　　201．8250　振切1vソ｝｝Ij　2　　　4−2　　−2−2　−L3−0．5−0．25一7　−2．8一’1’：　S・f　j　　　5．856635・’1三均693」．82343101．34621．2之1！L上二］　　　3．9搬塗式テレメータ試嶽報；「r・1矧1・寛・門ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　しから急に零に憂化した場合は】．7秒であつた．（詳細記録は省略す）〔B−3〕光源ランプの電堅愛化試験　東海幹線テレメータにつき〔A−3〕と同様の試瞼をした．　11表にその試験結果を示す．〔B−4〕　・各部電丞，電流測定　東海幹線テレメータにつき〔A−9〕と同様の試瞼をした．（記録は省略す）〔C−1〕小曾根給電所間誘導試験　20圖に示す回路で迭量側に周波数及出力の異なる誘導電壁を加えテレメータの動作状態を調べた．12表及21圖はその結果を示す．なほこの場合のテルメータ搬途周波敷は6KCである．9表　電源電堅及途量電力を墾化した場合の誤差　　　　　　（北　　陸　　幹　　線）V・謡器＝鎧藷量・紮鋤一墾・　　VI　V・VMWMW叉W提Wlアリ　　100　　92　　　　90　　150　　153ク　　　〃　　　　〃｝｝　　　｝）　　　　1）り　　　D　　　　n磐　　　　ll　　　　Tj95　　〃　　　155100　　〃　　　157105　　　〃　　　　157110　　〃　　156〃　　　　60　　　83　　　　100　　　〃　　　　155〃　　　　　64　　　85　　　　　〃　　　　　〃　　　　　156〃　　　　　79　　　90　　　　　〃　　　　　〃　　　　　157〃　　　127．5　　95　　　　〃　　　　　〃　　　　156〃　　　　130　　　99　　　　〃　　　　　〃　　　　155ナシ　　90〃　　　95”　　1001｝　　1101］1）〃ツll901｝n〃1）・ワ　　100！」　　　｝｝1｝　　　ll．ク　　　〃1）　　　　1）サ｝｝yl7111to1）〃．tl100〃クりクワ　　　147ツ　　　146ク　　　147〃　　14890　　　50　　　52〃　　　100　　98ツ　　　　150　　　145ツ　　　20」　　190〃　　　Z50　　234100　　　250　　　239「／　　　200　　194tl　　　150　　】49〃　　　loo　　］oo’1　　　　50　　　541｝1｝、｝1｝〃5↓）10（1150200250541001491952440　　　3tl　　　　5〃　　　71）　　　　B〃　　　6〃〃〃〃〃雫均56765ンド均差％23．34．7v41．73．344．743．30．6〃　　−3　　＿2り　　一4　　−2．？ツ　　ー3　　−2”　　−2　　−1．3　　干均　0・72　　　2　　1．30　　−2　　1．3〃　　−5　　＿3．3ツ　　　ー10　　−6．7〃　　　−16　−10．1　　・’ド均　6．1．tl　　　−11　　−7．3〃　　−6　　＿3”　　−1　　−＿O．7〃　　　0　　　0”　　　4　　　8　　平均　　5．4リツn〃1）　4　0−1−5−6ヱド均80−O．7−2．5−2．43．1（279）11io表　電源電哩及送量電力を壁化した場合の誤差　　　　　　　（、美　濃　幹　線）VRアリ‘｝．ワ〃塗量器V，　　V2！！〃！1〃yv1，｝）〃〃〃〃ナシ〃〃IJ〃J）〃！11）llt｝〃1｝〃｝｝〃〃vIJ1128．3〃｝1｝s4546475070901001101151201251308590100107901｝，」〃〃100〃！1〃〃107！）〃｝J〃1；，0〃りワ7373．574．37787．590y8988．589．596115．5受量器鎧受悶：！振動V84go100ユ07．5100．〃．〃t］ツツtJ｝］〃〃11〃8590ゴ01079〔〕1）tyワワ］oo〃‘｝りIs107〃ワ．ク．〃　　　指　示．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1］M、V　MWIWI、V　15ぴ　　　］42　　　　2　〃　　　］45　　．ワ　〃　　　15J　　．リ　rl　　　153　　〃tl〃lr1］．〃1！Stv｝）、り！！fl〃！1ワ！］50100ユ502002505（）］001i．020f）250501〔〕01502）0250停止tく安定安定　150、｝ll　．ワ1］　ツ1｝り　．〃140！1148155　52　98　147　ユ91イミ’i；・1．，1三55］0115220223056105158210250誤　三一［品i％＿8二8．3　−5　−3．3　　0　　　0　　6　　　4・’ド均　　4．1　　　0　　　01］　　　　　IlTT　　　　　　ut｝　　　　　　tlli　　　　1）］1　　　　り　　　．〃　　　　グ　　　〃　　　　　．〃1｝　　　　lj　　平均　　0　　−10　−7、1　　　　n　　ー2　−1．3　　　5　　3．3　　　．’ド虻」　　　6’81　　　2　　　4〃　　−2　　−2〃　　−3　　−20　　−6　　−3雪ミ・均1　　　50　　　］り　　　2〃　　　2〃　　　0　　／1ら均1．　　　60　　　5〃　　　871　　　10〃　　　O　　zド均2．51011．3101。3］255．3504一一pm「mp　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t＃　　　11表　光原ランプの繊條電座遥化による誤差測定宍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑓際硅総溺．炉旨示　V　　V　　　Mw　　V　　　MW4．51’f・安定14．6　　］54　‘5　　　］566　　　　1557　　　　1577．6　　　わ77．8　　　「イぐ安定試9）　　100．　1501　　”1；りi不安定｜不安定Mw　1　6　；　7差％2743．34．74．7　．振動MW　o　（l　lハ　o　o12（280）「：「：：一二‘　　　　ニ　！　tti．．：暗一1−1メー髄〒「　　　　　日塔20画12表　　　二ニー］　　　　　　　已L＿L　　　　　　　　　　−f　　i］　　一・一匿れ　　　゜’−　　　　　　　　　　　　　　　　誘憲試駿接績圖小曾根一支店誘漠試験。＿1rx　φ’多一一一一’t「tt’m　　溌量：器側　　　　翌振器声　　　レメー！l（K．C）（K・C）‘（lb）周波教出力酸振；器344、5リク4．8ワ〃51｝II5．2｝）り5．4〃｝｝！15．65．86ワツ｝i6．5り6．7．〃6，9｝j、｝　99．5102420］50ユ02001015010150510035100005］0200　5　0　5　0　51020リIl　リ　　受　量　器　側墓∴三違撒（db）　　（db）12　　　　動1’ド8．8　　1．81］．　　1．8］．U．5　　　1．810．6　　　］，91（ハ．8　　　1．9　9　　2．0LC−2〕　線路損失試験　八尾一’占月1橋1］！jり停止動1乍｝｝停止動作Il停llt動作〃停止動作tl停止　〃　〃1）　り｝1　．ゲ11　〃fl）｝｝）動作fく安定停止動rli　　tS11　〃備　　考3KC以ド力吉聲周波帯力影懇なし　　　　　　　　給電所問ならびに伊丹一一小曾根一糸（1　・’iti：所間通信線において搬沿周波数をパ；〜1｛　K℃に壁化し都路損失を測定した結果を22圏に示す．〔c−3）　八尾，占川橋，fji丹，小曾摂斉邑電所と糸；｝電所間通信　　　　　　　　　　　　三二≧※昼機・VuL　21　No．1・1950　　　　　　　　　　　　　　　　　’↑』妻§量　　　　　房鞠蜘頃ぽc）→21■　鶴導による螂の櫛能停止笛■冴2z箇　　〜費穴袴惟　　　周波貨22■拍路損失特．性線について試験した結果下記事項が確められた．（1）八尾憂電所逡信8KC，20db，古川橋憂電所邊信　　10KC　20　dbにおv・て八尾，古川橋に低域濾波器を　　設置すれぱ2KC，のビートは殆んど聴き取れない．　　SKC・10KCの他回線への漏話は一60db程度と思　　われる．　‘（2）伊丹鑓腿信12Kα13dbにおいて小曾根愛　　電所端局における回線牌への漏話なし．また回線　　＃3への漏話一43・5dbにて到着VA遮噺にて雑　　音のレベルは大艘一47・5dbであつた．故に伊丹愛　　電所の出力を15db以下に保てば，通話に差支▲な　　い．（3）伊丹饗電所12KC・13　db（大廣＃2），小曾根憂　　電所6KC，10KC，10db（小曾根＃1）で迭出し売　　場合・小曾根＃1に遮噺周波数3KCの低域灘波　　器を挿入すれぼ通話に差支えなV・．他画線への通話　　は一60db以下にして出力を前記15　db以下に保　　てば通話に差支えない．（4）　この試験により途信出力を15dbにすれぱ他の通　　信機器は通話に差支えなく，またとの程度の出力で搬沿式テレメータ試撒報告・吉川・寛・Fll　　あれば受信は大eeSO　dbを確保できるもので着信レ　iS尽ルとしで輝である事が判つた．’　5．試験結果の槍討　以上今回賓施した：〔場試験と現場試験との概要を摘記したが．ヒれ等試輪結果によリヒの蓑置の劫礎ならびに・綜合特性を知ることができ，今後研究改良すぺき鮎もぼぱ明かになつた．試験前最も心mせられた綜合誤差，罐性vaついては前述の様に良好な結果を示し，受量計の指針の動揺も計器の最大目盛の20％以上では殆んど全く認めら丸なかつた．また電源電塵、周波数，周園温度，詮量電力等の憂化に封しても，前記記録に示す様な良好な結果を示し性能としては浦足すべき結果であつた．しかし保守，鮎検，調整等その他の見地から改良研究を要する鮎もあ旨のでこれ等の黙を列墨すれば次の通りである．（1）装置の保守，鮎検を容易に施行し得る様構造その　　他について研究，改良すること．　　　弱電回路は一一SU電力技術者には不慣れのものであ　　るから特にこれが保守，鮎検を容易に施行し得る様　　邊受量器盤の構造を改良し，屡々鮎検を必要とする　　回路には適當な端子，切換スイツチ，顯槍用計器等　　を設け鯉に繊鍵をなし得る敵す秘要blあ　　る．（2）、眞室管その他弱電用蔀品は充分吟味して優艮品を　　使用するeと．　　　現在の装置の眞察管は何れも一般用を使用してい　　るがt．將來通信機用を使用したが良い．蓄電器，抵　　抗スイツチ類その他の部品も充分品質を吟味して優　　良品を使用することが望ましV・．（3）　弱電回路その他の設計改良すること．　　　弱電回路，受量繕電回路等部分的に研究，改良を　　要する顯がある．6．結　　　雷　上述のー試験結果により通信線搬途による電力テレメータを實用的に｛吏用し得ることが確かめられたが，なk・一・方向電力の遠隔測定だけでなく，連絡線等におV・て刻々蹴揃鎮にする電九あるい嶋風電流周繊水位等その他の電氣的，機械的諸量の遠隔測定が必要となり，蓮絡線としては通信線のみならす電力線を使用する長距離テレメータの必要も生じ更に測定種目が檜大する場合は・搬邊周雌の割當の闘係から，一基本搬波によつて多重測定をなし得る様愛調方式あるいは軍側帯波方式等を實施するζと等，將來に残された問題が多々ある．これ等將來の問題に封しても使用者と製造者が常に緊密な蓮繋を保ち研究，完成に努力すぺきであると思う．（281）1350−2型碍子型遮621．　316．　52器碍子型遮断器としては最小の定格である50　kv用Vertical　flow型碍子型遮断器の構浩をのぺ，當示tにおいて賓施した漉断試験の結果を記述する．伊丹製作所五　十　嵐芳雄1．緒言　交流回路遮断器の30．kV級においては，碍子型，鐵糟型の何れを捲ぶかは，爾者の包含する油量の僅少なのに鑑み　しばしば使用者の好個の研究封象となつている現状である．遮断器はその國の資材ならびに技術の程度如何に影響されて生長することを思えぱ，特に我國と事情を共にする欧洲各國の實情を，暗いヴエールに覆われて以來察知することができなかつたことは甚だ残念である．しかし高電歴用回路遮断器が次々と碍子型に置換されつSある我國の現状にあつてばあたかも水塵管の末端における締切充の如く，回路網の支流たる30kV級におV・ても優秀な滑弧方式を採用ざれた碍子型えの置換は當然と云う可きであろう．碍子型となれば油量が非常に少くなり，その上周園が碍管で支えられているため，汕の劣化及び嚢生瓦斯の堅力等から考え，電弧長を極力短くして必要以上に電弧を延ばさ≠，しかも衝撃の少いことを必要とされるのである　また最近途電線またはケーブル回路の開閉による異常電厘によると思われる故障が頻々として起り，特に無負荷充電々流の如き進み電流の遮噺におV・ては，遮断器の滑弧方式の種類により，累積再黙弧現象のため，その稜生機構から考えれば驚くべき異常電塵が護生し，蓮縛者側ならびに製造者側において色々と共同實験研究が進められつSあり，再鮎弧の恐る可き事が痛切に感ぜられるに至つた．その結果充電々流遮断に際して再1．弧回数零または1回という遮断器の出現が叫ばれている現状である．この様な實情から考えれば，今までの遮箇器の概念に封して新しい課題が加えられたと見る可きである．　この度完成した30　kV用碍子型遮断器は，他力型でしかもVertical　flow型を採用しているため，電流の大少及び進み電流，遅れ電流の如何を問わす，確實に遮断可能であり，特に容量バンクの遮噺においては再鮎弧回数零という好成績をおさめている．2．遮断器の仕様型式　　30−V−50型定格電厘　　34500V　　定格電流　600A定格遮箇容量500MVA　定格短時間電流20000A投入及引外自由電磁弁電墜　Ic　OV（D．C）開路電磁石電壁　100V（D．C）14（282）定格操作塵力4．5kg／Cm2　塵縮室氣槽150立3．遮断器の重量ならびに油量本遮断器は同容量の鐵槽型遮断器に比し，重量ならびに汕量は遙かに輕減されており，その比較を培げれぱ次の通りである．　　　碍子型遮蹴鐵鯉遮蹴購・1�J・％重　　量　　　　1600kg　　　　2500kg油量　　180立　　930立4．構造57％20％　1圖は操作機構の外筐を取り外した遮断器の全貌を示しており，非常に少型でしかもスY、一トな外親を呈している．回路遮断器としては最少のものであり，その用途ならびに寸法に封しては，相當の注意を佛つて製作されたもので，從つて憂流器は内蔵されていない．2圖は軍極組立におV・て上部の膨脹室の蓋を取り外し，中間機構室の窓を取り去つた歌態を示してV・る．その内部構造は3圖に示す如くであり，大髄の構造は從來の60kVないしユ40kV級のVertjcai　flow型碍子型遮断器と類似しているが，その設計にあたつては遮断容量に雁じ，可動部の行程を極力短縮し，褒生エネルsF　’一を減少させた結果，碍管と同心圓的な防塵用絶緻管を慶して，滑弧室の外筒を支持桂として利用した鮎等，從來の遮断器の試験結果にもとついて幾多の改良がほどこ己れてある．鳶麟鴎三濠止�j．K蜘’・’遅二・・t・・戸恒魂、．云1圖　30　　碍子型遮噺器外観≡遂電機・VoL　24　No．1・1950鷲涜　鷲壕�fか＿言�c嚇餐、ぷ．⊇　消弧窒の構造ならびに滑弧原理については，既に161kV用碍型子遮断器でのべた様に，上部の彊力な擾條によつて可動部分の下降によリピストン作用を起させ，嚢生した電弧に封して軸方向に急速な油流を嚢生させ摘散作用によつて電流零値附近において熱の何導及びイオンの振散を急速に行わせるのである．從つて電弧電墜の急激な上昇を防ぎ，また必要以上に電弧を延ばすことなく遮断するため電弧勢力や登生瓦斯量を低く保つことができ，油の劣化を極力防止し，内塵を低く止め　少油量型碍子型遮断器の性能を充分稜揮してV・るのである．操作捧は下部碍管を通り，三極一緒の引張り棒に連結されて睡・噛綴碧大田璽慧灘違認二下鶴i嬬／＝〜2’1「イ．，s、へ、・r〆‘、i・ヂ日1〔ミ某控鮎検にあたつては滑弧窒の中身吊．ヒ装置は不要である，5．遮断試験　當肚研究所の短絡試瞼設備を用v・て，軍相の遮断試験を實施した．遮断試験設備の關係で短絡電流の遮箇試験はやN不充分であつたが，試瞼設備の出し得る限度まで試瞼を行つた．この様な試験設備によつて邊電線またはケーブル回路の現象を再現することは困難であるが，容量バンクによる開閉試験は，線路の充電々流を開閉する動作と殆んど近v・のである．試験回路は4圖ないし6圖の如くであり，2000　kVA短絡用登電機を使用して遮断試験を行つた、遮断電流値は1表で示した如く，挿入リアクターの数によつて加減した．300ぴVの試験に際しては直接嚢電機電墜を印加でき，1表番號Aの如く電流は相當流せたが，20，000Vの試瞼では，涯昇愛墜器を用いて行つたため番號Bの如く電流値は少なかつた．遮断速度は遮箇器のド部操作棒の所で抵抗線⊥を滑らせて測定した．下部操作俸の行程とIi∫動接燭子及び油中断路部の行程が殆んど直線的に比例すると見てオツシログラムから可動陵鰯子の速度を判定した．試瞼結果は7圖から12圖のオツシログラムの通りである．6圖は容量バンクによる遮断試験の測定回路であり6μF　を挿入して充電々流遮断試験を行つた．その結果は12圖オツシログラムC−1であり，實効値46A程度の充電々流を再貼弧無しで，電顯時間1・vで完全に遮断してV・る．　試験回撒が少なかつたため遮断速度の影響，すなわちVertical　flOw型における再起電墜の上昇率と油速の關係を充分槍討できなかつたのは遺憾であるが，この研究は次の機會に侯つこととし，今度の試験は試験設備の關リアクターPT．袷油「1む　トのE投8・Bt十1ざ84■　3000V遮噺試験測定回路鍔こ　　　驚　　SINV∀2恥vOSCン巴ヒt−B遠　屋1−：Ub’　COSC3田　30kV碍子型遮蜥器軍極組立圖30kv　V型碍子型遮勘器．五十嵐tsg・“・5圖　2000V蓮語試験測定回路1三遮ご　　　　　　　　‡6s‘f・’6圏　2000V充電々流遮断試額測定回路OSC（283）15、　　1饗法■杖喧枯暴竺｝」竺L竺．A−2A−8B−1：B−2　C−一・il140460，．910　3．00015｛v7　3，00σ3560　speo142　20，060212，　20，000充電々流　46　�h），ooo．1．512．46　1　　　　　1　　　1．512．20＿−1；：：：各3，2」4　レ1．02．63一1−一一1．3‘2．33＿L＿1．Ol　3．02　　　14直列’一020丁・・！山・…　’”‘魑・”1�H’”・’’”°’”“’’’’’”　陣胃馳鵬・7・■　纏断動作特性寧ふ、…剛議撤を繍一neでき　　　　　　　　　　　　　　　　　　粋沙訪多限り婆雛鹸を缶富▲て漉薫試験を　．P・試1聯趣砧ぽL5で瞳鵜繭當楓�`であり，電弧直径を零と考えてもピストン爆隔によつ”c一生ずろ抽速は計算上約τ3m∫εec程度と鮭払實際め製　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’作値で追断速度3・5孤／8�t以上油速12頭18eC以上の数値に比較すれば蓬かに下廻つていたに拘ら争，完全に遮箇可能であつた借つて上部翻速嬢燥を強享1にし灘速度を3．5m／sec．以上に上げた場合にはと嚇緒果以上の好成績の出ることは営然である．　　一『’　．LL宙孤ぱ断融蝿弧繭の鵬曲輝謙した竜のであり，遮瞬速度において多少の欄墜鰭て・正Ptvaは判定し難v・が自力型潭弧皇の如く微頚廓廃�I燃電弧時間の延びる傾向ei見當らす，他力式Verd¢al　flew型の性能が表われている．6．結　　　語　　’　3ρkV　VerticaI　flow型碍子型逡ぽ一造◎瓶略ならびに試繍果につ誕髄しnt＄鱒懸鑓？てぱ試験灘のeees上充分媒蹴で菅鯵鱗、違還験結果より推定し相當程度Ve頂望1恥亨型◎蹴を見出すヒとができたのである．なお本遽噺器は國鐵におV・・’〉　し二」　’°’一　”　，‘　　t”．lleOiecひ　　　　コ　　　　　も　　ら　　　　　コ　　　コ　や　く§§．　‘　．　・　●　t　・　‘　‘　・　・　．　．　．　．　・　．　．8■　A−1撞話オツシログ予ムs翻v　弧OA・　・　“’，　・　．16（2醐　9■　A−2鑓■iオLツシログタ争3kV　1507　A三鍵電擾，VDL　24　No．1・1蜘10■　A−3遮断オツシログラム3kV　3S60　A●11■B−1遮断オツシログラム20kV　142　A」8　　　　’12箇　C−1充電々流婆断オツシログラム20kV　46Aし＿L」　”．　　　　、1．、・．●A●1．　　　　　　　．　　　　　　　■■　　　　　　　　　■声，ぷ一1・「飽‘L1，ど断↑t［」’イ、一・一．＜ン●貫，蓄琳弧竃即■s・融｝坐｛ヤ　　棒’i　i　ト”　　　　　　一ふ」こ冊，r・：1；狐電旦［θ釧りジR｜興　弧　，Aて数壷使用中で，すでに量産に移つているが，更に研究改良を重ね，軽量で安全かつ取f熔易な優秀品の製作を績々實現させる豫定であり，従來の鐵槽型に代つて多数本器の採用されん事を希望して；1：まない．　欄筆するにあたり，試作ならびに試瞼に壷力された各位に封し，深く感謝の意を表する次第である．1パ1すイタルにでノ�Qイ，s4　　3裏篇a1oL±．！一，−LLトゴ．LL山丁！−1．it−i　　　　　　　　　｛一［｝一圧「圧円ユコ　I　l−「　，二「　　　　　　　　　L：1‘　　　1　　　　　　　　‘↓1、1．川↑一］一L−⊥Lエココニ亡．」−L．↓一　　一1o一・L二li一ピー1：li1側o蜘　　　　　　　　・印　3，000V　　遥断電流　　　　　　　　×印20，000V13圃　遮噺電流一．電弧時間　關係曲線゜Okv　　V　ZUム呈r一型遮ijil｝苦・：fr：1・嵐（285）1750−3621．　　397．　　9FL−−1型による電力ケーブルの障害探知FI一1型・、ルス式障害探知機は通知線路ならびに架空送電綜路につし、て試験し，その結果は一部既に発表したが，今回電力ケーフルについて試験する機會を得たのでその結果を顎表したものぞある．この試騎結果よリ電力ケ〜ブル用として測定距離範園を小さくすれば．要求される±10m以下の誤差内て障害箇所を十分探知し得る確信を得た．●｛」りll製作川樫上本村俊彌郎1．緒　　　言　FL−−1型パルス式障害探知鹿ならびにその通信線路及び熔途電線路についての言式聯課の一部は既畷表したが1，今回電力ケーブルにつv・て試験する機臼を得たのでその試験結果を蛮表する次第である．　電力b−　e．ブルの障害探知、特に直埋式の」易合にぱ障害箇所の推定を譲つて障害を起していない庭を獲掘すれば多額の失費となるので，闇儲の心ク穿は一通りではなv・・從つて障害探知に要求される確度は極めて嚴格である．従来障害箇所の捜索には1・・pt・・tやf識電流による投索法が用いられて來たが満足すべきものでない事は電力ケーブルの障害探知に開係者が如f唄こ日つておられるかと云う事實が雄辮に物語つている．　我々が各方面より聞いた障害探知の仕様は次の如くであつた．（1）誤差は土1｛｝m以ドである事（2）　實在の途配電線路ではケーブル長は殆んど；km　　　以ドである事（3）　接地または短絡がイミ完全な場rrそのi・，1，1で探知が　　　困州ならば高嬢を1窒つて焼断L接地または民嚇芹を　　　完全にしてもよい事　今回の試験は，i実計資料を『Uるための豫励試験とも1；‘うべきものであつて，距離範園もSukm（ケープrL・内では博播速度が光速の約i！rになるのでケーソル實長にすれば約15km　となる）その儒とし，どの程度の反射波が得られるか，また測距確度はどの程1捷になるかを調べたものである．　2，試験結果　試験はtJ月21　U，　22日，日本獲途電安治川渡電！iliにおいて11kVベル］・型三芯紙絶縁ケーブルにつv・て行われた．1圓はケーブルの断面岡であり，諸定数（計18（286）31ilf直）は次の通り一て3ある．　艀†E容量　　一芯と他の二芯及び沿被間　　二芯と他の一芯及び鉛被間　　一芯と中性黒占問　インダクタンス　　線　　　間　　一芯と∫沿被間　特性インビーグンス　　線　　　間　　一芯と鉛被問0．32／’F／kmO．・51！刑kmO．385／ノF／km0．252mH／ktnO．OSYL｝mH／km62．3ρ21．δs2『i‘1］　150rntii2紙厚31nm　　　　　　　被箭J’？：　3．3rnin　（安享flJll，i4｛　　火ノ」線）［�dミ　3．5mm　（東春巻泉）直埋式にありては被錯の1：にジユート途を施�e1圖　ケーブル噺面圏　CU　安治川東火力連絡穣安治川授紗1一新淀lll頻電川剖實長3」ktTlの直埋ケーブルで被鉛厚さ3．3　inTiiである．この2號線が先日故障しその障害筒所は褒見濟で，距離も判つているのであるが探知機の確度を試瞼するために測定者には知らせす測定をを行つた．　　　　　　　　　　　二三斉電機・Vol．24　Ne・1・1950M・t吋一ム亡、　　（・’NH♪　　　　　・・u帆ノ占（b　2b］！11　　　　　　31p／ug＿−SY−＿＿＿＿．−N’一安治川東火力綴一號線新淀川提電ソにて隔放　　　2　　圃　　　　　畑ら�sゼ　　　　〆故障類　（断線）ω劔」一＿・是＿　　　　　　L、謁　　　　　　iCLsfe）i（c）　　m．e．？・Jex　故障鉗i／v””’〃如�s（e）青アーペ鯛一ノ故障鮎‖、順　　　　　3　回1｝　　4　1L，1　；A　　5　｛［ll日　　　　　　　　　　　　　”安治川東火力線　二號線　　　3　　圃（j）較正係数の決定（傳播遂度の測定）　健杢なる1號線にて新淀川麹電所開filにて測定．　2圖fa）（b）はその時の映像を透鳥したものである．　　讃取値＝6，COkm　　實長＝3．1km　　較正係数＝3．ワ6．oo＝o．，51tl　（博播速度＝光速鴻・516−154．Fm〃ノS）（ij）　障審貼の測定　2號線の反射波形を3圖（a）〜Ceノに示す．芯紗間，　芯線鉛被間共に完全なる断線歌態を示した．　　讃取値＝3．OC・km　　ll；n：鮎までの距離＝3．OO×0．516＝154SlnFL−1型による電力ケープルの障雷探知・樫本・上村（iii）保線匝での實i則によれは隅靱1｛までの距雛ま　1530〜1540mであるとの事であつた．從つて誤業　は8〜想mと云う事になる．（iv）　なほ2排線の絶縁歌熊は下記の通りであつた．　赤線アー＾ぺ問　0．O＾M9　黒線アース問∩．05MO　青線アース間　0．0＾MOcb）東春線赤青線間黒青線間赤黒線間0．1MIYO．1Mρ0．］M∫2　安治川獲電所一春日出第一焚電所問實長1．，9kmの”’　一ブルで破鉛厚さ3．τmm約一割の匝間は管路，他は直塊の線路である．1號線に防害があり導∬亘試験の糸1；果断線なる・ll｛：は↑iJつていうが隙害乳liはイ；il．Jj，．Wl生獲生は8JJとの事であつた．　臼）　校正係数の決定　　5號線を用いて測定，呑日出褒電所にて開放，接地　の場介の反射波形を4圃「の〜（f）に示す．　　請取値一3．180kln　　實長＝LSごkm　　較正係数＝LS5郎．IEO＝0．S，R2　　（何播速度一3．CO×n．582＝174．6　m／ρs）　Gi）　障害鮎の測定　　1號線の反射波形を5圖（：D（b）に示す．芯線間，　芯線鉛被間共に完杢なる断線朕態を示した．　泌ぷ�sininふt”ke東春5銃線春ヨ出登電所にて開放，接地　　　　4　　固（287）19（a）赤黒線間・如シ故鰍�梶E2回目3回日4回目（b）黒ア・・ス間幽　　　　　　　　　／　ieac・1〃叫ム〆故障鮎　　　　　4回目2回目　　3回目束　春　一　號　線　　5　　田　　　讃jfK　f直＝・1．一“km　障害貼までの距離一L44×fL酪2−838m　（iVJ　I號線つ絶縁状態は次の通りであつた・　　赤線・ノ�j一『人間　　　；；M∫2　　1号線アー・N間　　　2Mρ　　黒線アーベ問　　2．5M9　（V）　この線路では未だだ障害貼力1狡見されていなかつたため1記の測定がどの‡呈度の振ガを有するかは確められなかつた．3．試験結果に謝する考嘉　以上の寧なる二例を以てパル7N式障害探知機が電力ケーブノしに要求される確度で使川できるか否かを判定する事はもち論樫卒であるが，この試瞼で我々を勇氣“ヂけてくれたのは反射波形であつた．もち論近職初故もあつたが反射波形の立一トリが豫想外に急峻で，この程度ならば装置ド牌の確度をト囎しばケープル長二km以1勺で上　次に今回の試験はf’Okin　rangc（1／−　一一フ’ル長にして約1「km）で行つたがこれ、を1｛｝km　rangcカノー一プル長にして約tkm）に短縮する事により，また原振器の周波巌切換を壌し1　−r　ange，恒周波獲振器にする事による周波数の安定化と高調波の除去により装置自身の襖差はなお相常程度向⊥が可能である．　なお今回の試験において仕様寸法では被鉛厚のみ異る同稲のケーブルであるに拘らす博播速度が約1C％絵りも川違している貼については，ケーブルの製造會祠：が異つているため，紙，油等の絶縁材雫｝の相違による事が：iiなる原因と想像されるが，この鮎についてはなお今後よく調査をする必要があると考えられる．5、結　　　語　ノ〉回電力／7’　・一ブルの障害探知を行う機愈を得たのでその結果を獲表し，併せて電力1・’　・一ブル用障審探知機に封する我々の楕想を述べた．我々は今後更に機愈を得て電力ケープノしに封する研究を進めると共に電力1・’　一一プル川探知機の開授を行い開係方面の要望に御慮えし度いと老えている．」閣筆に常り本試験は日本登迭電近畿支店の御厚意にょり同支店との共同試験として蓼加させて頂いたものなる事を記し、同支店開係各位に深甚の謝意を表する次第である．参　考　文　献（1）樫本：FIr1型パルス却轄探知1幾　　　（三萎電機第2：」雀第8號）6　　圖1�Jmの確度を實用器材として持たせる事は必一トしも困緋ではないと考えられる．　先す障害野iの測定はケー　7“　／Lの函端から行いノド均すitLば誤ぷは次の如くなる．6圖に示す如くL△一＝〃一一ブルの全長　、rニー一・端から障害里肖までのケーブノし長（眞値），△1．△！一それぞ9v　・v及びL−　：vを測定した時の茨差とすれば爾端A，Bからの測定値はそれぞれ碑△t・（L一め＋△こ，これより・ピσ）推定値は（．・＋△1）一｛一？一±△旦：め桧・ヒ�d・△Lli△2よつて誤差は（△一△2）∫2となる．△｜、△L一はあらゆる設差を含んでいるがこの形にする事によりその中より或る種の系統提差を除去し得る．20（288）：三菱電機・VoL　21　No．1・195050＿4539．　415ブレス荷重計算に封する切訣雁力の考慮ブレス作業における荷重が，穣呼計算値よりも少くて濟むことについての理論的解析を試みた研　究　1り1齋藤長男1，緒言　ブLべ作1じ1においごその必要塗力を草出するに常ブ〉て，それが手it｝V−f・的計算f直よりも少くて商むことが從坐より経翰的に述べられている．すなわちJf2あるいは論とvkう系数が採られているがこれ等の経験的な数値が極めて漠然としており，またその根握も極めて明かでないので何等かの形6川論附けようと試みた．　筆者が按型を用いて抜き仕事における勇断面の縦断状況を調査した際，引張感力が作用しているごとが判断されたので，そこに切決雄力の作用がオ○ことを想像し，計算してみたのである．2．〉レス作業に要する歴力及エネル￥一　　の從來の公式これについて，次の式がある．U）1’一・1’t’・’，67f，　たy“し，1’は荷重1は勇断長．t板厚，　r勇断蹟度，q喰込比％また，次の様なものもあるの．・’−1（；〜；）・t・kI」は勢断損さの7�J％捨しの値この2つの式に共通して，パンチが板厚の或る割（「の斯まで達した時に嬢力は最大で，それよりパンチが進むに從い，その堅力は却つて漸次咋下するから7卜均感をとれぱよろしV・述べられてV・る．しかしそれはフライホイールの大9さをきめるときに必要なエネルギー計算に必要な値である．喰込めばそれだけ加工硬化を起すものであり，勇箇は最大駆力以下で行われるものではなく，最大座力で勇断される筈である．しかるに實際問題としては最大厘力が，今示した式によつて求められる程度で足りるのである．　したがつて何故に，梼乎計算式による荷重Po−9×t×τよつC圭拍よ，喰込時にぶいて拐料に集中慰力の規象が化在するこ�dならびに前辿の式中のλ’を何判ψ、力によるものとぢゑて計算してみた．3．材料が抜かれる時の状態　＋粥が按型の力を受けて抜i僻が進んだ場合，そのFlow　I：neを断面ΩりXにより調査すると喰込の小さいもの，あるいは喰込の未だ進んでいない問は墜縮照力をilとLて受けるが．喰込が仮厚の15％を過ぎるとFI・w　line胴の張プ」液ける害給が多くなる．固のSIIlく按型のf「］が當る部分に龍裂が生しているのは引張荷重で破壊することを意味する．（1圖：6圖蕃照ノこσ）様な朕態で力が加わつているとすると，當然放型の角が當る部分は切快を持｝つていることとなり，そこに集中慮力が作用していることが考えられる．切快慮力の適用に常つては嚴密に云刻ゴ，．その破壊力の分析がが必要になるが，それはかなり困難なことであるから，こSでは便宜L引張慮力だけをFIO、VIJIillc　l方向に受けていると考えて推論してみた．1　　圃よりも少くて濟むかを明かにしたいと考えたのである，（289）21＼2圏a丁2価b　4．切訣磨力論の適用2圖・に主いて紗故かれよういしている板金にSsいて、矢印の方向に引き離そうとする力が作用するから張力の加わつた朕態拷えれぱ（’ノとはFl・w　lineの水干方向となす角）その場合2圖bの如き試験片の朕態で引張られることになるから，この場合の切訣慮力を老える．切快鷹力を決定するにはlil｝呼感力計算↑¢［の何倍であるかを小す切快系．数を算：出する必要がある．註2圖bにおいてノ’一σ×2（−t×．，1　　　の如ぎaを柳乎慮力と言うことにするd：厚さ　今切訣系数をぎめるのに淺い切快σ）場合と深い切決の場合とで異る．Uj：ileの深さノが板の巾iliに封し充分小である1｝靖5は問題とならヂ，深さtと切訣丸叫こζ1三縄ρとが問題になる．深い切訣の場合は↓は問題となら把巾・・’とρとによつてきまつて来る．その理山を云受，ば深いUj快の場台は腱：力は集中している所以外は振散することにより，結局切訣底部のみが慮力分布に影響を有する故に　切訣奴果の因子となるものは，幅・・とrlとである淺い匂職の場合は幅bが充分tbこ比してノくきいの6’あるから，　fl三中肱力の因子は’とtJとである・淺溝系数をn’〃であらわし，深溝系数をtl’〃で規わむ・ぱ1の噸剛訓�_の醐であ・・切快には常にこの2つの因子を有しており實際の切献は2つの合成によつて決定する・そLてNeubcr　：；　rt‘撫みについて吹の如く與えている．　　　（。、1−1ゾ（。，，L，）・＋、，v，．t．i＿、ゾ・・’一・・り　　∴t・’・・’　一．1ヤ；驚1鴇ご�f）≡・一（・・　　またlim（αの一・・〃；lil・・（・・の一川　　　　　（rrk→l　　　　　　　tYtk→1　　t．V　lt’を理論的切欣系敷と構す．そして，純伴引張を受ける両側切訣に封しては，次式を與えている．22（290）深一搬己頴∀；舗tVrk＝�e1べ＝∀・；−1寸『（・り（・り　　　　　　　　　　　　　　　　　　�S　　　　　　　　　　3　　圏3圖によ三いて∫を切訣※さ，，〃を切快こドf｛≦　　　　　　ltを狭部の牛分の厚さ，　qを喰込此（‘をクリヤランス，ノ1を板厚とすると　　　　〆．．J1×弾Cos〃　　　　…匡＋1（ノt−〃・ノゾ剛’｝・M　　　　　’t　　i〃“φcgsθ．＿．，．＿．．，．．＿．tt（5）　　　　1ρ『L｝　　　t，　　　　　　　　　　　　〆　　　　lll寸／阻・1一の・・…｝…〃　　　　　　　　　　　　．．一　，，　　　　　　　　　　　　　　・…・……………・…・・（t］）これ等を（、3）、（・りにフ、1してa’t1．・1　tVfc・〔2）に入れてα／！を求める．Ncubcr工業的’切］決系1敏を」｝ミめている．を求め，これをは更にご7しより5．理論切鋏系数と工業切訣系藪�e，蹴酬縣姻’鰍て�g｝／い・／，が0になると　ンとな？T・・この様なことは實際問題として考’えられない．すなわち，尖鋭切訣においCはこうした炭差を生する．この誤差の原因は材料が無限小の微小片と二考えて方程式“r：てたことにあり，實際の材料には金属組織からよつて来る顕形日∫能の限度がある筈である．それに封LNcul）er　↓ま次（ア）tlllく　Eli↓え、て：LN？；」．　　　　　⊇＋∴完…”t（7）　　　　（Vn、　材料を考’えた時の工業片勺・切快系数　　　　〆　壁形・丁能の材料の限1変　　　　　　　　　　　三菱電機・Vol．24　No・1・1950また，尖鏡切映においては側roi角の影習があつて，理論切決系数には側面角の影響は考えていないので．こ酬ilEをする必要がある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐵V”／’，’の眺∴�g・脈1則面触徽　）…irnini2入れる．すなわち側面角が大きくなるにつれて，雄｛力は振散して少くなつてゆく．たL“しωは側面角すなわち　一般の工業的切快系（Yi」を次の如く求めている．　　　　α・−1＋一」竺二L「7・一一…・・…−J．（s）1�`二。ハ／1：〆　については扱型クリヤフンスの研究より求めた数値　’を利用する．（計算｛タリの項’蓼照）　6．切訣系数の實際　1．切訣最大の瀦材料が捌ぬ荷重を受1ナて墾形してゆぎ荷革の1川1蝋は段々牧縮してゆくが材料は加コ：度を」｛1｝してゆく．按ぎfi：事において喰込最大の顯は勢断過程においてその最高荷重鮎であi）　i伽轍犀はこの蜘こ紺るものを調査すれぱよろしい’荷起重↑　　レ／喰込最’大ノ瓢　�S　　　　4　　囹　2．各種材料のCVIvを求める資料抜型は3圖に示した如く，直角度のエソジで；ンヤーな1−．のもの，喰込比その他は，アル・一ウ・・艇のまs）q−・．3〃議P’。謬　銅　　　　　（　　tt　　）σ＝0．3　tl−70　t）「＝0．2w　　　　　　　　　’”　　　　　・・　具　　　　斌　　　　　　）　（1＝0．2　tl＝61　（J’＝0．2　硅　素　鎖耐　板（焼　　　鈍）　q＝・0．3　　tl　．・56　ρ’＝O．・1∵c一まい曇蓬；；卜！・は按型のエツジの丸みでありfa’；liiはり0．02mmとする．　3．材料の衝撃鷹力の資料材料に術撃慮力を與えた時の破壊他｛力．プレ硝・E計算にy±する切峡嬉；ノ」の考慮・獅爆　銅i［9∫rnni2　　　　　　　　　　　　　　　　　叫Scclm／sこe以上になると伸延速度殆んど望化なし　　　　　　5　　　　圖　　aGアルミ　ニユムkμ∫lnln2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　一．j　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　O1523　　　4圃　　b5　叫8ec延伸率％10080604020％　　　　　　　　　　　　T．S．　　　　3　　　　4　　　5　　mぽeC5　　、　圖　　c19％　4．切敏系敷計算例各種材料の板厚の異なつたものに封してクリVランka）ない場Ciの・…を求めたのが2表である．また？7　V−Vラバの鮒ヒ剖・けてr・．、，　a）靴を1↓剖、のは3表である．　λ考　’　察it．−4ζにて求めた結熟てついて考奈すると　　1．材料の厚みの厚い程（YK・が大きくなる　　2・　　ホイ睾’｝〈7）彗ジ（v、も（7）程　（（t，　tiカミ・大古し、．方）・・）式・・｝／�i・酬・醐パな・傾向　　　　　　　　　　　θが　”　　　　小　’t・・り式よ・γ／II，．・よ・’がss　　小〃　　　　　　　　　　　〃が　”　　　　　r・　・’（17）　式よ　り　‘Y”t　vよ　ρ’　hg　　　J！　　　　　　　　　ノ’　　”となりこの傾向ぱ給されると，材糊淑くなれ醐訣奴果は小さくなる傾向を有することを大凡意味する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29U　23t表材戸　　　ル銅質鍮硅素鋼板鐵CO．1％　co．　2　〈：o．　4　　　1it／iaNl　t）〆72．5　‘2．72．26　　2．442．2　　3．12．9　　1　3．12　　　　　　　　　　　　　　　2’22　1　2・02・44　　2．762．083・24　：　3・3nlm叫一吟信3．1　　’］．287　3，652．8　　　］．246　3．23．3　　　1．314　3．123．6　　　1．25　　4・12．5　　　1．191　3．143．2　　　1．285　3．41　　　1．3　　2．94板2／三レρ3．843．454．44．422．843．94．6nlrllak／4．54．24．753．54．44．7・　　　　　4・ぱ�m÷1．48　　5．0　　　5．4】．436　4．5　　　4．781．507　4．42　　6．21．4　　　5．8　　　6．251．324　4ピ15　　4．01．44　　4．85　　5．521．・18　　4．15　　6．5厚mmaL・「6．35．26．57．04．76．26．2・∀1．7Z51．5771．751．61．481．671．671〆1：1：；：！1：915．16　三　P6．836．07．67．654．96．757．9mm＾、，tt　i；　　　　　al7．3　　1．866．75　　1．797．2　　1．6J「8．6　　　1．7675．8　　　1．627．3　　　1・8157．3　　　1．8i5■2アルミニユム板厚さ∫nun・・ヤ…　ψC＝OC・＝O．01C＝0．015C　．＝　O．02C＝O．03C；O．04C＝O．052．52．52．52．52．52．52．5｝／12．72．792．812．832．882．912．96ak「3．13．223、Z53．：｛3．363．423．45αlc1．2871．3021．30j1．3141．3221、3291．3382表の結果を見ても、鐡材料についてみるに炭素量の少いもの程，切訣敷果は小さくなつている．以．lt（1），（2）の事柄は工場現場の作苦者が云う定性的かつ，ほぼ定量的傾向と一致する．3．クリヤラン：4を考慮に入れた切訣系数は，クリヤランスが大なる傾向をとtL’IX，切訣系数も大になる傾向をとつているがクリヤランスを」曾した場合には抜き抵抗が減少するのを論明する大きな理由にはこの程度の量では困難と恩、う．　8．結　　　論1．今求めた切訣系敷等を用い℃　　2．に示した按ぎ荷重の式　　　　　…一・（；一；）・t・lc：…を麹てみるとG−；）な槻蝶蝿・力に・るti撞の減少の項・考えると，材料が賊き作業にお�d・て，稲呼荷重のtVlg倍の慮力の集中を受けると云うことに考えれぱ，加える荷劃その稗酬・よりもしで・1・・しい・いう・とになる．よの種・の1直は（1　2L）　3）・大繍足することが2表より明かであり，不明確な系数の川つて来るゆえんを説明し得たと思う．Pt（192）また，kなる項は勢断抵抗の711％1曾しの抵抗と云うのであるが，これは材半｝の衛撃抵抗1態力を考えれぱ論明はつく．5圖より小した岡表より求めると大賠その位の値になる．2．　この切駅奴果は喰込最大の拙において考えられるものである．喰込最噺の材＊’斗の慮力は加丁硬化を起したものであり．それは次の式で表示される．　　　　　　　　　1，　　　　　　　／，　　　　　σい（r一ごxの×t＝t（1一のxz　　この時の抜荷重PIは切訣奴果を老えて　　　　　1・、　＿．1×1×ε（1−V）×a．　＝1）／rrk　　　　　　　　　tVteしかし實際計算：に當つては、板金の原歌態を使用し，それにαんを考慮に入れると結果は同様である．その時の臆力は　　　　　　　　1）　　　　　a“＝t×1この時の抜き荷重，　　　　　　　　　1　　　　　　　ノ♪．　　　　　1）。・＝t×t’“　＝＝（×　　＾　×t×（Ya＝　　　　　　−　　　　　tVk　　　　　　　　　　（Vl；　すなわち　　P1−1�`故に實際計境：に當つては、便宜1的に稻呼臆力のみで計算できる．　たL“し，　σ、構呼悠力　　　　　　a　眞の隠力　　　　　’P　抜き荷重（切厭効果を考えざるノ　　　　　　t　板　　厚　　　　　　ワ　喰込比　　　　　　7　聾断長　　　　　　at，切欲系数　　　　　　　　　文　　　　献　（1）薄板金の加工　　ゼリン、クラツペ・共著・　　（2）　　コ〔徽械言↓：　　　　　　II召　18・　（；1）　’切歓臆力論　　　　H．Neuber．　（4）　慮用物理　　　　Vol．5．　No．（1眞島．　　　　　　　　　　　E菱電機・V・1．24N・・f・1950囎蜘雌欝欝撫軟ma鈍端欝顯6半硬鋼銅銅銅硅素鋼板6　　口プレス布師：計でP：に判する切統懸力の考慮・齋藤眞　鍮各種材糾断面寵眞●（193）2550−5621．　795．　3大髄塗装作業の標準條件というのは塗料會冠の技師またはペイントエに尋ねても一言は答えて呉れるものの各人がそれぞれ種々難多な解答を與えて聞くものをして迷わすことが多い．例えば當所において某塗料詩tの技師蓮を招いて塗装講習會を開催した時，塗料吹付作業距離如何という問に講師の技師は15cm或る技師は50cmまた現場技師は20cmと各自銘々の敷字を馨けられて我々がその根櫨に苦しんだ事があつた．それ’で竹業條件の決定し得る實磁を行つた所，先の敷字は誤リでなく正しいのであつて唯これに各々の條件が附属した場合にのみ正しいという事が判明した．斯様な吹付W業距離，吹付空氣堅九塗料の稀稗度等の適否を調べて一鷹塗装作業の目安を見出したのでこの實駁結果を紹介する．た船：ll場大田重士口1。緒言　製品債値を左右する一大要素の一つとして塗装という工程が畢げられる．　從つて塗装技術の固定ということは非常に重要性を帯びて來る．現在種々に縛換移動してゆくエ場の塗装エに一つの基礎さえ充分頭に浸透させておけば，製品塗装がそう種々に縫化することも少くなるこ’とは明白で，また本人も輕験と共に練磨して行けば，早く熟練塗装工に成長してより一一層良き塗装ができ得る様になると思われる　では噴霧塗装の作業條件とはという吹の項nの如くに分れる．　（1）　被塗装物の前庭理　　　　　塗装部の誘落，t先派，除卑等　（2）被塗装物の後庭理　　　　　塗装物の乾煙，研磨等　（3）噴霧條件　　　イ　噴霧作業距離　　ロ　噴霧用空氣卿功　　　ハ　塗装稀繹度　　　＝　噴霧作業時間　　　．i；塗料所要昂：　　一　ニヘプレーガン移動速度　以トの項目中の（1）（2）は塗料の1本にはどれにも記載してある技術でデータを必要としないが　（‘；）はデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を必要とし種々論議の中心となるものであるので，こSに　（；）L，）における重貼のみを解明するためこの實瞼を行つた．2．使用器具，試料について（1）使用器具　　θ月治スプレt’”ガン，口金No．〜｝226（294）　　偏Zド施回噴射型，日先直径　1．s｛：m11、（2）試　料　　イ．ラツカー系　　ラツカープライマー（東姪化　　　　學製品）　　　　　戊川熟減景　「JEs’）　31．｛〕g6　　ロ．エナメル・ペイント系　　　　（a）　黒ユニー｝一　ス　）レ　tt　ll司1東塗米丁製rF『1）　　　　　力ll熟海�ehト　（JES，）　・り．も％　　　　Lblオイルサーフエツサー〔日本油脂製品）　　　　　加熟減昔　〆JES　29．4963．實験操作　（D豫備實験　吹の2實験の結果判定の豫備實�Nとしてノズルより噴出され5塗料品をil｛ll定した．すなわち　：30　c　cの塗料が噴出し始めてから全噴射し終る迄の時間を側定し1手1問の塗料出債cc／secを測定した．　（2）　噴霧實強　その一　スプレ・・一ガンノズルより10，20，30，90，εOcmの前方に；Tcm×fcmの中孔を有する隔板を置きその中孔の中心とノズルを同一位高にして水干に塗料を吹付けrli孔より出る塗料をアルミ板⊥に受けて塗料重量を秤量した，その時の條件を縫化させすなわち塞氣，厭力を4．0，3．5，3．0，2．5，2．0及び1．5k9／Cm：及び濃度（原液を100％として）原液，7ε％，50％および25％とそれぞれ異つた條件のドに實験した　（1圖参照）　（3）　噴霧實瞼　其の二　塗料と稀繹剤とを1：0，3：1，1：1及ビ1：flの割合で混合溶解させ良く撞絆して後この液をスプレr−一・ガンを三菱’til：椀・VoL　24　N‘）・1・1950ス’プレー刀ン’スル1／で．’三」⊥LtOCm　　　　？Dt°m1表無．）5・kg「rv−一　　　　　　　　　　　　4〔〕％100　　　　　0．86　75　　　　　2．17　50　　　　　349　　25　　　　　3．85　　　　’　’’隔剥1『　　＼　　　　i　　　5∫　　’r’「た　　．．ξ占t�`編」／打、　、　　　　、　F　［8　1　1　　　1　　　〈　　　｜1−一’一o〔m40〔爪50ω1　1圏　實験そのi解設圏ノズルにおけるヱナメルの流量cc／sec濃度3．5　　　3．0　　　2．5　　　2．0　　　1．50，46　0．31、90　　1．893．00　　2．753，26　　3．070．181．722．502．530．U1．132．082．300．041．081．811，932表　ノズルにおけるラッカー・フ「ライマーの克量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CC／SeC感力kg／Cln2j濃度％　　　　　100　　　　　　75　　　　　　50　　　　　　254．0　　　3．5　　　3．0　　　2．5　　　2．0　　　1．50．’01．772．243．130．55　　0．40］．32　　1．281．54　　1、382．86　　2．370．071．151．202．131．040．661，850．553表　ノズルにおけるオイル・if’一フエサーの流量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cc／sec漂度聴ノ」kg／・mxl　　　　　　　　　　　4．0・／　・　　［」o］00　　　　1、83　　75　　　　　3．10　　50　　　　　3．48　　25　　　　　3．943．5　　3．01．642．843．333．751．392．532．923．302．5］．172．082．533．122．0　　1．50、951．642．292．620．591．251．522．01正しく保持して2秒間白紙上に吹付けた．この｛柴件としては吹付作業距’離を50，4�J，30，20，10Cmとし・ロ貴・霧用塞氣座力を・・1・0，3・5，3．0，2．5，2．（），11うkg／cm2と規定した．この結果判定には塗料の有敦塗面分分距離を瞼べて見れば明白にその良否が判明して來る．4．實験結果（D　　（a）　　（b）（c）（2）豫備實験結果　エナメル　ラツカー・プライマー　オイノレ．�`炉一’ノr一ツ．リ’一噴霧實験陰果　そ¢一　　　噴務所定時間を2秒間と規定す　　　　　（の　エナメル　　　　　（b）　ラツカー．フ；ライマー　　　　　rc　　）t’イル●サーフエツーy　一　　（3）噴霧貿験結果　その二　　この了肇辱翁糸吉貝茎を紺「身と牛IJフヒの；貧〔辛斗として表オミするのに次の2置の如くに塗料の附着Wki5己を槍べてA，　B，（r、　D，を塗‡千Z沌壁tシ房f’｜三．コ三fε黍f’｜・に）汐ミ‘Jt三｛こ一フしべ（　・大｝JIノ1乏�dLLてii；21着II．i’じ、（ltll　JU’rPC｛　’妻　・tなるit；S（　tこ）よ　りの剤巨勘tを非厘て1’長示する一一方中心より5，10，15糎隔つた鮎貼における冷1斗当ミ・布げ訂f責百“・分牢を数’七｛こて表フ武しンて糸吉耳！考’察の資‡斗とした．　　　　（a）　エナメル　　（b）　＝」ツカ・プラfマー　　　　　　　　　　4表　2秒翌吹付ヱナメル塗着重量厭　　力k・／L・t11’距　離（L，1）））504U3【）2010504〔〕3〔，2010504’「｝302〔」1〔D50403020105040302010：sl）403り2010塗4．f）35：｛．0252．O151000．023n．0370．0960．1290．4480．0400．0670．1440．2180．3390，0510．097（i．1470．3310．3350．0530．0710．0760．1190．3530．0“160．0750．1060．1920，2510．0280．0820．1450，213濃着75度　（％）重50昂：（9）25一6．080　0．194　0．335　0．776　0．926　0．143　0．160　0．：−1　02　0．386　0．765　0，226　0．297　0．562　0、894　1．410　0．168　0．278　0．474　0．740　1．097　0，172　0．210　0．359　0．622　0．985−0．149−　0．144　0．387　0．500　0．7820．3440．4610．5581．3］50．3600．3890．7300、7461．3470．3360．4590．7040．7300．3010．3270．3811．1500．2550．3590．6141．0021．2400’1900．2560．4180．6881．4280．3700．83，ll．1801．4460．3060．6740．8971、1400．4200．3700．9580．9960．2440．3520．8041．2540．1140．3800．5140．2520．6160。EOO〔｝．7905表2秒聞吹付ラツカー・ブライマー塗着重量腿　　力kgl・m24．03．5距　離3．0’2．52．0（crn）50403020105040302010504030201050−40302010504030201050−40302010塗1000．0050．0160．0550．0220．5900．0110．0400、2320．2200．7590．0530．0730．1330．2450．4800．0280．0490．0790．1940．6300．0100．0100．1890．1850．386L5濃O．0030．0280．0660．1000．280着75O．0220．0470．1420．7620．9200．0610．0940．3120．3620．890−0．0340．0370．2520．3920．592−0．0120．0140．1460．3760．0100．010ユ．1300．3320．0070．0500．1000．266度量　（9）500．021，0．0510．0570．336�J．7200．0410．0630．3220．4900．9000．099−0．1340．2730．4230．0360．0900．2400．4710．6910．0300．0460．1020．5050．625厄σ1．5−0．0430．0920．3100．496250’0050．0080．152−0．4⊃00．021−0．0470．242　0．32006890．072−0．0≡30．1260．4430．040U．�J840．1600．4400．0300．1820．7750．0350．0220．0950353（293）276表　2秒間吹付オイル・サーフエツサー塗着重量力（kg／cm2）4．03．53．02．52．01．5距　離（cm）504030201050403020105040302010504030　20　1050　40　30　20　1050−　40　30　20　10塗濃着　　100　　　75　0．045　　　0．077　0．146　　　0．130　0．243　　　0．177　0．273　　　0．484　0．934　　　0．779　0．027　　　0．046　0．104　　　0．108．　0．129　　　0．181　0．354　　　0．401　0．574　　　0．481　0．025　　　0、002　0．139　　　0．053　0．203　　　0．163　0．308　　　0．214　0．740　　　0．420　　0．060　　　　0．040　　0．060　　　　0．081　　0．082　　　0．214　　0、184　　　0．335　　0832　　　1．094　　　　　　　　0．071　　0．0371　0．060　1　　0．］17‘　　0．145　‘　　0．185　　0．200　　　　0・30110．5200．0400．0870．3411．1190．0910．1330．3170．6114度　（％）50量　（9）0．0420．1030．1260．3191．3550．0910．0950．1650．3961．1730．0490．1030．1180．422］．2710．0880．1780．1740，4221．0590．0700．1530．2070．3980．5860．0360、0940．0960．2330．318250．0080．31203500．5061．0440．07「）0．1110．1250．2760．7570．0370．0830．19002931．0880：06010．0780．1680．2510．6150．0170．0360．1070．1280．3560．01t）0．1120．1920．251AB1）2圖　分布符號例｛7表　ヱナメル塗着面積百分率表（数字ハ％ヲ示ス）1濃度1［　v，1，il’iil‘（1｝6）‘（cnl）　　　15　　　　　10100　　　　　157550　51015　51U154、0條吹　付3．562　　7534　　4217　　1398　　9866　　　5248　　3689　　9866　　　5449　　4425　5101590744894715�J空　氣3．5［543812件llV｛　　ノ」　　（え9／Clna）2．5　　2．064　　5446　　3212　　141．5　干均64　　6232　　379　　1399　　　　98　　　　80　　　　9048　　　　61　　　　54　　　　4839　　　　44　　　　44　　　　4（」77　　8640　　　5938　　329154409848338951〕32985844S841S16954〔〕269455428S52359558405．結果考察　　（1）濃度批判　　こ入に假りに結果判定の必要な條件として吹の2っを規定しこれに適合するものを前載の表rl，tより取り出して斯る数字を出しf9た噴霧各條件が必要なる作業因子であ28（2S6）8表　ヱナメル散布状況表　（斧符號別・ド均値）　　　　（敷字ハ中心ヨリノ距離ヲ糎デ示ス）濃度符號（％）100755025ABCDABCDABCDABCD4．03．75．07．112．86、88．310．017．28．19．311．623．68．59．110．920．2條吹付室氣3．23．34．25．814．84．87．19．01688．17．09．220．43．02．53．55．16．25．17．19．316、2　　　　　　　件座　力　（kg／cm’e）…1…3．84．66．01　i3・o9．09．311220．25．26．99．314．45．06、61．919．17．3738．916．03．34．15．812．43．75．77．920．44．35．88．218．66．76．59．318．24．9638．017．26，87．28．118．81．54．05．36．614．6「平均i：ま4．96．18．620．06．113．35．16．97．017．53．1　　5．64．4　　6．66．2　　8．516．0　　19．25．6　　7．35、8　　7．67。9　　9．416．0　　18．2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ9表　ラツカー・プライマー塗着面積百分奉表　　　　　　　　　　（敷竺宕ハ　P・6　ヲオこス）濃度中心距離　　　　　　　　　　4．0（％）（cn1）‘　　　　　　5　　60．0　75　　　10　　　21．0　　　　　15　　4．7條件吹　付　塞　氣　厭　力　（k；ノcrn’2）13・・1…59．11638．85025　51015　5101595．256、29．　＿590．846．21　．o94．952．52．a　．088．230．【〕9．546．213．77．882．538．117．095．736．311．912・5：　’−　47．5　　15．0　　6．0　　68．2　　28．0　　12．02．046．210．74．073．233．05．91・・1平均43．8　50．520．7　　14．552．5　　77．722．3　　36．88．0　12．680．4　　78．4　　50．0　　80．439．5　　47．5　　18．9　　35．317．5　　19．2　　　5．5　　10．910表　ラツカー・ブライマ’散布擬況表（各符號別乎均値）　　　　　　　　（敷字ハ中心ヨリノ距離ヲ鯉ニテ示ス）濃度符號（％）755025ABcDABCDABCD條　　　吹　付　搭4．0　！　3．5　　　　　　　　　　　2．73．44．48．24．55“r，6、211．23．74．56．｛〕16．83．13．54．49．24．95．36．212．23．94．35．51433．02．22．73．98．13．13．95．013．14．55．76．816．8　　　　　　　　　　件氣　　厭　　ノ」　　（kp／Cin2）2．52．32．93．98．1292．94．29、83．43．55．216．02．010．01．52．47．32．73．34．69．24．55”36．713．81．5巳均一　⊥9．0　　2．01．4　　2．52．4　　3．68，4　　8．2　　1．7　　3．3　　2。2　　3．5　　3．4　50」）　　9．2　10．8　　1．7　　3、6　　2．1　　4．2　　4．2　　　　　　　5．7t　　　　　　19．810．0るとして考究すると大牌借果を我々が必要とする範園までに止めることができる．　　　　η汚1｛t＃E　ftt−：　　　ら餐⊃｛：斗弓ミイi元f面積百分卒カミ　，9｛〕96　以．ヒなること．　　　　第2條i・卜：　Aの歌態が少くとも30mm以上．有すること．（有奴作辛分fij［f一三：三菱電機・Vol．24　No．1・1950●11表2條件に適合する作業因子衰　（敦字ハ作業距離ヲ糎ニテ示ス）　　　　　　　濃度1適合　　條件（％）1　　　　1100　　2　　1及ピ2　　　　吹　　付　　睡　　4．0　　　3．5　　・・　14・，・・1二50，30，20，10　20，1030，20，1030　　　　20　　　1−　　　50〜10　　　　〃　　　　〃…i…1…1　　　　175　　2　1及ピ2．　　115°、及三21　−一一i”T2521　1及ビ2［50〜10　〃　〃50〜10　　　50〜10｝｝　　　　　tt　　”　P　　　　　　〃50〜10　　50〜10自　IDff　　　　　　　　e50〜10vv50．40ノ」　　（kg／cm2）　　　　　　−　1・514｛・，　3gl−　−40〜1030〜1030〜1040，・30「一　　一50〜10　50〜20　50〜20　〃　　　50〜10　50〜10　〃　50〜2050〜2050〜10　50〜1050〜1050，40　40〜2050〜2040〜20SOrv2050t20，10　　　　　　20，104u〜zu　bUNzu　　　〃50〜1040〜1040〜1050〜1050〜10’50〜10　〃　　　　〃　　　　　〃lj　　　　　｝1　　　　　　聾12表　2條件に適合する作藁因子表　（’it字は竹業距離ヲ糎ニテ示ス）　　　　　　濃剰適合（％）［條件…75　1　　　20　　2　　50，30，20　50〜20　1　30，20　50，EO，20］及ビ2　201　　　150　　　2　‘1．及ピ2　　　125　　　2　ユ及ビ2吹　付　璽「3．5｜40，・30−40．3050〜26　　多　　　力（kg／・mり3・・1・5．…［・・5　　　　＿　　1　＿　　［＿　　　　　　　　　　　　　　　　　SO　w20　〃！｝50〜2040〜20　4050〜20　〃y50〜2040〜20115〕〜20　　「l　　Sl30，2040〜2030，2050〜20　〃　〃40〜20　〃　〃50〜20）｝　〃30，2030，20　（a）　エナメル　（b）ナツカー・プライマー　11表，12表より明かにエナメルにおいては75〜25％の範圃，ラツカーならばξ0〜25％の範園は適合するものが多い事が知られる．しかしエナメルにおいては6526以下ともなれ’ず伸びが非常に大きく‘たれ”等が起り美しさを訣く事が多v・故に75〜70％の範園が選ばれる．ラツカーにおいては50〜25％がそのまsあてはまると思われる・サーフエツサーにおいては70N：SO％の範園であるが中間塗料なる故に70〜50％の範園を用うれぽ間違いない．　（2）　吹付用空氣壁力批判　11表，12表を参照して駿べて見るとエナメルにおv・ては75％のものは3．5〜2．；5kg／cm2，50〜25％にては3．0〜2、O　kg／cm2を用うべきである．ラツカーにおいては50％以内のものには3．5〜2．Okg／cm2の範園，オィルサーフエツサーにおv、ては3．5〜2．Okg／cm2の範園を取るべきである．たL“し成るべく低懸側を用うべきで何故ならば吹付丞力が高ければ高い程塗料指失，費用指失が大きいからである．　，　（3）　ノズルよリ被塗装物への距離批判　塗料便覧（松本十九編著〕によると各塗料の必要塗装量はラツカー・プライマー1409・1〔｝−fl／m・，オイルサ＿塗料の噴霧作業條件の決走について・大田フエツサー170　1×10−3／M2，エナメル100・・vl10t×10←31m2となつている．これを基準として計算で2秒間で塗装量（5x5Clnに相営する）を得ると考えられる距離は次の表の如くなる．13表濃　度（％）　（敷字’・糎ヲ示刈堅　　力（kg／�p2）ユ00754．03．53．02．52．01．5131522138532314340353350256067604748395552ε041424714衰濃　度（％）　（故i：ハ糎ヲ示ス）塵　　力（kg／cm曾）4，03．53．02．52．01．51001717］61614753229272719503330282722252525252415表濃　度（％）　（数字ハ糎ヲ示ス）塵　　力（kg／cm2）　4．0　3．5　3．0　2．5　2．O　L5loo1722191916752524162019195019232525241625351718171516　（a）　エナメル　（b）　ラツカー●ブライマ＿　（c）　オイル・サーフエツサ〜　（4）スブレ⇔ガン移動速度はエナメル，フエツサー，ラツカt一の順にて小くなるべきであつて1ケ所（スプレーガン塗装有効圏）塗装所要時間は1．5〜2．O’秒の間と見られる．　また被塗装物に凹凸部があるのは10Cm遠くあるごとにソ2程移動速度を遅くさせるべきである．しかしエナメルの時はそう配慮する必要がなし・．それは塗料自髄の伸びが大きいからである．6．結　言　以上結論も共に結果考察の所で書いたと思うので，こSでは重複をさけて書かないが，要するに噴霧塗装は以上の作業條件としつかり身につけておればほど一定した塗装が成し得ると考えられる．（297）29　　　　　　　　製　品’一紹L奇」｝M＾1t”‘　−rw””’”≠＾”〜沸”　　　　　　　V−v−’ttw−．tt−．i−　．一““r−一　一“　．一”tミ防蝕型’］ミ｛ミξ．、＿＿＿一一．＿−S　」．．．＿一＿ミ防蝕型誘導電動機は酸やテルカリによる腐蝕を軽減するために考案せられたもので、種々の試験研究に基V・て改良を施し、幾多の化學工場に納めて好成績をあげています．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特　　　“長・液状，ガス歌の各種の酸やアルカリによる腐蝕を防止し，電動機の壽命を長く保たしめます．・テ・ナ・・ヵバー・atmpの・ンテツトボツクスを取附けて遠ので短縫故を防酬疹麟榔便利であります・・リード引出口にはコンパウンドを流し込んでいるのでり・…　F線がゆるんだリゴムがとけたりするおそれがありまぜ　ん．　　　　　　　　　　　・・電動機の生命たる絶縁材料の耐蝕性にはとくに意を用v・てあります．●構造材料の主要部たる鋳鐵は営肚多年の研究になる優良な耐蝕鋳鐵を使用してv・ます・・機械的に電動機の内部と外部を遮断して塵挨，漁氣ガスの浸入を防ぎ，外扇によつてフレーム外側を冷却するように　なつています．・直接酸アルカリに浸される部分には耐蝕塗料のドブ漬け，焼付けをくり返し，その上に耐蝕ぺ！ントで仕上塗装e．　施し，鋼材使用の部品は耐蝕性を持つ己ツヶル鍍金を施してあります．・銘板は有機ガラスに内側から刻印したもので鮮明，美麗で使用中腐蝕することがありません．30（298）19C5−6190819211923192419251928192919521955、1937−19401942194319441945194819491950　日本に主ける　造酷，鍍山關係の工業の褒達に伸い，これら工業に必要な電氣機械の需要が急激に」曾加　したため，親會杜たる三菱重工（只今分割され　東日本重工，中日本重工，西目本重工となる）は工場　を建設し　三著重工で建造する船舶ならびに三菱鑛業の所有する鍍山等に使用する電氣機械を製作せざ　るを得なくなb，これらの機械類の増加する需要を満すため　帥戸，長崎の各造船所の電氣部を横張す　ることとなつた・これらの電氣部は後におのおの當肺の帥戸製作所，長崎製作所となつた．　親會耐三菱重工と英國パーソン旬吐間に夕一ボ愛電嘆の製作に關し契約が立成した．日本にての最初の　ターボ褒電捲たる500KWユニツトは同年製作された．　第1攻世界大載後　急激なる電氣機械類の需要が増加したため，三菱重：r−，Pt　n造顧所の電氣部の仕事を　引縫ぎ　資本金1，500萬圓を以て東京丸の内に當肺が設立された．　その後上記電氣部は當肚の祠炉製作所と呼牌されることになつた．　（a）三萎重工長崎造船所の電氣部は分離し　當腫の長崎製作所となつた．　「b　’）米國ウエスチングハウス電機脅祠二との提携をなし，ウ肚設計により各種電氣機械器具の製作を開　　　　始した．　「a）名古屋に近代設備を有する名i片屋製作所を建設した、　（b）電氣鎖道用室氣制動蔑を日本にて製作する目的にて　米國ウエスチングハウス　エアープレ＿キ・　　　　禽肺と提携した．米國ナショ→一ル　＝＝一マチツク倉祠：と提携し　扉開閉装置の製作を開始した．Frict：on　draft　ge2rを日本にて製作「るため　米國ウエスチン・グノ・ウス　7リツクシヨン　ドラフトギヤー　vard−　．ir提携した．米國カエベ升ングハウス電機命け製品の日本における一手販責灌を獲得した　（a）英隣レイ・一ル命祠：と提携し充墳配電盤の製作を開始した．　（b）」悟巳vfローtt臼1吐の製品のH本における一手販費棲を獲得した．研究所を建設した．製作没備の撰張にf’Pい　賓本金を3，　o（’n萬圓に増加Lた　（a）再び」曾加し　資本金は6）00↓）萬圓となつた．　（b）業緕はますまナ順調に向一トし　伊厚製作所を新規に建没した．　↓c｝新方面の商品製作のため　大船に大船丁場を建設した．鯨都1細谷に厄怖の鯨E・c・・劇績衛ほ吸ヰ女し世卜硲工場とした．〔a剛川場ワ誠　　　　（b）亥臣路工場撤　　　　r・）和歌山工場完成「d）中津川τ場完成　　　〔・囎資をなし鉢金12畑萬圓となつた（a）『訓」工場建没　　　　　（b）祠岡工場建没轍に施蜘を設け館凡麩電所ヱ・べ一・・冷繰置，⇔他の据イい一ビスに鱈する，とSなつた55，1）00萬圓に増資した．再び増資し　現在の12億圓となつた8b所磯撒關’12嫡の製価・工場1珊の研究所をもち，あらゆ諭繊械器賠の犠ならびに販責に遇進しつNある．’”：苦dき一　J鳥‘一”　　もこ証・薫蕊　　　　　　　　　　　　弍●te．、、ゾ・顧’ぐ∵畑滝、一Ji．’一＝・且■電¶」一鼻一1・♪」．・〒一“・H−．一．：：　’甘．‘ご上1’f三菱MY型三相積算電力計は　三相三線式，軍相三線’i二相三線式の回路において，負銅ζ干衡なると・不ASIiなるとにかかわらt“tた誘導，無誘導の�d・すれの場‘にも　疋確に清費電力量を測定する優秀品であります．構造は　2個の軍相積算電力計を1個のフV一ムに取1付けたようになつており　大部分の部品　すなわち電石イi，軸受装置計量器，制御磁石などは三楓単相e間に万換性があります．▼NY主，＿t　　uf〆1
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